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ドイツ民主共和国の鉄鋼業とコンビナー ト(2)

北 村 書 義

ⅠⅠI DDR経済構造における鉄鋼業の位置

DDRにおいて鉄鋼業は "Schwarzmetallur一

gie"64)と表現 され,"Schwarzmetallurgie"と

｢非鉄金属｣"NE-Metallurgie"が工業部門 ｢冶

金｣"Metallurgie"を構成 していた｡DDRの

"Schwarzmetallurgie"は BR Dの ｢製鉄業｣

"Eisenschaffendelndustrie"と ｢伸銅 品業｣

"Ziehereien"と｢冷間圧延業｣"Kaltwalzwerke"

に相応したのである｡ このようなBRDとDD

Rの工業分類システムの相違が両者の正確な比

較を困難にしている65)｡両者の統計上の鉄鋼製

品区分を対応させると表10のようになる｡

1 工業総生産額に占める冶金業の割合

1989年のDDR冶金業総生産額は467億500万

M (内訳は鉄鋼業310億4100万M,非鉄金属156

億6400万M)であり,仝工業総生産額5741億M

に占めていた割合は8.1%である｡ それは1989

年のBRD鉄鋼業 (製鉄業､非鉄金属 ･非鉄金

属半加工業,鋳造業､伸鋼業,冷間圧延業,ワ

イヤ製造業)総生産額が1088億9500万DMであ

り,全工業総生産額4兆1248億5000万DMに占

める割合が2.6%に過ぎなかったのに比べ,D

DR工業総生産額に占める冶金業の大きさは明

白であった (表11参照)｡

次に仝工業製品販売総額に占める割合を見て

みよう｡DDR冶金業の総生産額と販売総額は

統計上一致しているから工業製品販売総額に占

める冶金工業部門の割合は8.1%である｡ 一方,

BRD工業製品総販売額2兆1283億8200万DM

においてBRD鉄鋼業が占める割合は伸鋼業,

表10 DDRとBRDの統計における鉄鋼製品区分

DDRの人民経済部門システム BRDの経済部門システム

分類番号 分類

番号12 000 Metallurgle12 240 Schwarzmetallurgie 27 EisenschaffendeⅠndustrie27 11 高炉.鉄鋼.熱間圧延工場製品 (鋼管を省く)27 15 鋼管製品 (精密鋼管

を省く)12 241 鉄鋼 .圧延 (伸銅)製品 27 20

精密鋼管製品12 242 電気鉄合金製品 27 40

鍛造 .プレス製品12 249 その他の Schwarzmetallurgie製品 30 11 伸銅棒,冷間圧延製品

30 15 針金伸鋼製品(資料) DeutschesInstltutfiirWirtschaftsforschung,VerglelChendeDa7-5tellungderw I'15ChaftllChenandsozla

lenEntwICk-lungderBundesrepubllkDeutschlandundderDDR sett1970.In･BundesminlSterium filllnner

deutscheBe-ziehungen(Hrsg.)

,S.395ff.64) この概念は "Buntmetallurgi

e"｢非鉄金属｣即ち,NE-(Nichteisen-)Metallurgie(Alumini

um,Kupfer鋼,Messing裏

鉄)に対するものである｡65) 両独システムの比較に関しては,Deutschesl

nstitutfiirWlrtSChaftsforschung,VergZelChendeDa'･5tellungder/ ＼wirtSChaftlichenandsozlalenEntwICklung

derBundeSlrepublzkDeutschkznd undderDDR 5e

tt1970.In:BundesmlnlSterium fur innerdeutsche

Beziehungen(Hrsg.
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表11 両独鉄鋼業の企業数,従業員数,生産総額,従業員単位生産額,投資額,投資単位生産額

〔DDR〕1989年 企莱数 従業員数(見習い除外) 総生産額(百万 1従業員 投資額(I85年基準) 投資1M 販売総

額(百万M)(仝工業3186800 M)(全工業5741 生産額 伯方MH仝工業445 当りの生

(仝工業5741億M名における%) 億Mにおける%) 目方M) 億11∝)万Mにおけ

る%) 産額(M) における%)冶 金 業 43 136383(4.2) 46705(8.1) 34.2

1857(4.1) 25.2 4605(8.1)鉄 鋼 業 2

6 84991(2.6) 31041(5.4) 36.7非 鉄 金

属 業 17 51392(1.6) 15664(2.7) 30.4〔BRD〕1989年 企莱数 従業員数

総生産額(百万 1従業員 投資額(百万DM) 投資1DM 販売総額(10億DM)(仝工業867300

0 DM)仝工業4兆 生産額 (仝工業1216億 当りの生産 仝工業2兆1283億8200名における%) 1248億5000万DM (

1万DM) 4700万DMにお 顔(DM) 万DMにおける%における%) ける%) 計 国内 国外製 鉄 業 100 189000(2.1) 52132(1.3) 27.6 2360(1.9) 22.1 50(2.3)34 16

非鉄金属.非鉄金属半加工 153 72000(0.8) 30241(0.7) 42.0 1275(1.0) 23.7

28(1.3)20 8鋳 造 業 433 97000(1.1) 16061(0.3) 16.6 979(0.8) 16.426.7 17(0.1)14 3伸乱冷間圧延.ワイヤ業総 計 505 49000(0.5)407000(4.6) 10461(0.2)10

8895(2.6) 21.3 非 公 開 非 公 開(注) DDR
と BRD の工業分類は一致 しておらず全工業比率の比較は困難である｡M (MarkderDDR)と DMDeuts-che

Mark)との交換比率は一義的ではないので比較は困難である｡DDR統計にあっては1989年,BRD統計にあっては1990年が統合前の最終統計である

｡よって比較の基準を1989年統計においた｡なお,BRD統計1991年版では製鉄業は企業数190,従業員数222000となり,新連邦5州と東ベルリンを含めた統計となっている｡

StatlStlSChesJahrbuch1990derDDR,S.102,116,128,157,172.
StatlStischeSJahrbuch1990fii'･dieBRD,S.199,200より作

成｡冷間圧延業,ワイヤ製造業の販売額の非公

開によって計算できないが,製鉄業500億 D

M,非鉄金属,非鉄金属半加工業280億DM

,鋳造業170億DMから類推 して5%前後で

あろう｡ ここでもDDR冶金業が工業製品販売総

額に占める割合の大きなことが分かる (表11

参照)｡DDRとBRDの冶金業の総生産額と

販売総額の仝工業における割合のこの格差の原因の一

つに両者の冶金製品価格の相違がある｡ DDRの冶金製品価

格はBRDのそれよりも高かったのである｡ すなわち

,DDRにおける1t当りの国内販売平均価格 (1988年)

は,圧延鋼2300M弱｡圧延鉄板2950M,鋼管3800M

であった66)｡これに対してBRDの圧延鋼

1t価格(1988年)は874DMであり67),M (MarkderDDR) とDM (DeutscheMark) との格差を

除外しても,DDR冶金製品価格はBRDのそれを大幅に上66) HermutWiennert,DieStahllndustrlelnderDD

R,1992,S.3967) StatlStlSCheSJahrbuch1989furdleBRD,S183 回っていたのである｡

2 冶金業従業員数と労働生産性1988年

末のDDRの冶金業従業員数は136383名であ

り,これはD D Rの全工業従業員数3186800の約4.2

%にあたった｡DDRの冶金業におよそ該当する

BRDの鉄鋼業,伸銅製品業,冷間圧延業,非

鉄金属業68)の従業員数 407000はBR

Dの仝工業従業員数8673000の約4.6%にあ

たる (1989年度)｡ 従って,全工業従業員数に

占める冶金の割合はDDRとBRDとは殆ど等しい (表11参照)｡これ

を企業単位で見るとDDR冶金企業 Betriebeの総数は43であり,1企

業単位の従業員数は3171名となる｡ さらに5大 コンビナ

ー ト (Bandstahl,Qualitats-undEdelstahl, Rohr, Mansfeld, Hdtten の

各68) これらの該当区分は完全なもので
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表12 DDR (5大コンビナ一日 ･BRD冶金業の企業 ･工場規模 (1987年末)

27

(資料) StatistiSCheSJahrbuch1988derDDR,StattStlSCheSJahrbuch1988f

ijrdieBRD.① 5コンビナー ト=Bandstahl,Qualit畠ts-undEdelst
ahl,Rohr,Mansfeld,Htltten.② 伸銅製品

業,冷間圧延業を含む｡表13 DDR冶金業の従業員規模別企業総数,総

生産額,労働生産性 (1989年)従 業 員 数 企 莱 数 (%) 従 業 員 数 (%) 総生

産額(百万M)(%) 労働生産性- 25 1 ( 2.3) 18 (0.0) 3.6 (0.

0) 2026- 50 1 ( 2.3) 32 (0.0) 5.8 (0.0)

1851- 100 - (- ) - (- ) - (- ) -101- 200 1 (2.3)

124 (0.1) 88.5 (0.2) 71201- 500 6 (14.0)

2277 ( 1.7) 1182.4 (2.5) 52501- 1000 7 (16.3) 4610 (3.4) 2156.4 (4

.6) 471001- 2500 13 (30.2) 20596 (15.1) 8055.0 (17.

2) 392501- 5000 3 ( 7.0) 8620 (6.3) 2069.8 (4

.4) 245001-10000 8 (18.6) 58531 (42.9) 19

804.0 (42.4) 3410001- 3 ( 7.0) 41575 (30.5) 13339.9 (28.6

) 32総 計 43 (100.0) 136383 (100.0) 46705.4 (100.0

)Kombinat)の37企業に限定した場合

,その平均従業員数は3743名であった｡これに対してB

RD冶金業企業Unternehmenは249社であり,1企業当りの従業員数は約1100名である｡

いずれにしても1企業当り平均従業員規模はDD

Rの方がBRDの3倍も上回っていたことにな

る｡ところが,これを企業の生産現場である

DDRの工場 Produktionsstatten とBR Dの工場

Betriebeに焦点を合わせると,DDR冶金

業の工場数は217,従業員数は132427,

1工場単位の従業員数は610であった｡これ

対してBRD冶金業の工場数は362,従業員数は255188で (労働生産性 :生産総額(

百万M)

÷従業員総数)StatlStJ∫ChesJ
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工業部 門の なかで最 も高 く,仝従 業員数 の約

53%が 3交替制労働 に従事 し,8.3%が二交替

制労働 に従事 していた｡三交替制従業員の割合

は仝工業平均では26.0%であ り,冶金業 は仝工

業平均 の 2倍 であ った (表14参照)｡BRDの

表14 DDRMetallurgieの交替制労働割合(1989年)

1交替 2交替 3

交替'一("Metallurgle 39.3% 8.3%

52.4%工 業 全 体 62.4% l

l.7% 26.0%(資料) StatlStlSChesJahrbuch19L90der

DDR,S.181冶金業で もこの傾 向

は変わ らず,鉄鋼業経営者連 盟 Arbeitgeberverband Eisen-

und Stahlin-dustrieの発表 によ

れ ば, この団体加盟企 業従業員の58%が三交替制労

働 に,13%が二交替制労働 に従事 してい る69)｡

第

8号 (1995.4)natMetallaufbereitung (

従 業 員 数4900) ④ 鉱業 ･精錬 コ ンビナー ト Bergbau-u

ndHtittenk-ombinat,"AlbertFunk" (

従 業員数9800名)⑤マ ン ス フェ ル ト･コ ン ビ

ナー ト MansfeldKombinat(従業員数48

000) の 5コンビナー トは,"Schwarzmetallurg

ie"を催 しか生産 していなか った72)｡ よって1969

-1990年のDDR鉄鋼生産は,残 り3大 コン

ビナー ト,すなわち,①高 級 特 殊 鋼 Qualit畠ts-undE

delstahl② 鋼 管Rohr③帯鋼 Bandstahlの コンビナー トで担わ

れていた ことになる｡図 5はDDRの鉄

鋼 コンビナー トと工場 の分布図である｡ これ ら

の コンビナー トは直接 に工業省の管轄下 にあ り

,重要生産 ノルマは国家計画 に基づ き法律 として決定 され

た73)｡1980年代3 冶金業

と鉱山 ･冶金 ･カリ工業省鉱 山 ･冶 金 ･カ リ工 業 省 Indus

trieministe-rium fiirErzbergbau,Metallurgie

undKali(EMK) は, 8コンビナー ト (56

経営体 Betriebe,844事業所 Arbeitsstatten,

18万従業員)70),すなわ ち, DDRの銑鉄

と圧延鋼 の100%,粗鋼と加工圧延鋼 の96%を管

轄 していた71)｡ この 8コ ンビナー トの うち

,① カ リ ･コ ンビナー トKaliKombinat (従 業 員

数 33000) ② コ ン ビナー ト中央 冶 金 工 業 設 備 製造 K

ombinatZen-tralerlndustrieanlagenbauderMe

tallurgie (従業員数3800)③ コ ンビナ

ー ト金属選鉱 Kombi-69) ArbeitgeberverbandEisen-undStahlindu

striee.V.,JahreSbmcht86/87;87/88.Dusseldorf,1

989.,S.82.70) これは1987年末の状況である｡参照.Sta

atllCheZen-tralverwaltungftirStatistik(Hrsg.)Ⅰ,Er

gebnlSSederErfaSSung derArbeltSStatten derBetrle

bedes Wlr1-5chaftSbLfTeiches lndustrie.StlChtag

31. 12 1987GesamtergebnismachTe汀itorienundwlrtSC

haftslelten-denOrganen.Berlin(Ost),1989

,S.263ff.71) 属していなかった6%は機

械製造の鋳鋼 Stah1-glelierelendesMaschlnenba

uであ る｡参照.VEBMetallurgieelektronikLelpZlgim Kombin

atZentralerlndustrieanlagenbauderMetallurgie(Hrsg

.)I,Hand-buch derSchwarzmetallurglederDDR

,Teclmisch-WirtschaftlicheKennziffem Ausgabe1989.LelpZlg,

1989,S12. 72) 5コンビナートの中でもマ

ンスフェルト･コンビナート (VEB MansfeldKombinat"Wil

helm Piek") はDDR非鉄金属工業の中心であ

り,DDR鉄鋼業の中で軽視できない存在であった｡

その概要は次の通りである1基幹経営体 (従業員数18000

)とその他の13経営体から成立し,13経営体は10県と2

5以上の郡に分布 (DDRは 15県 Bezirke,28都 市 郡 Stadtkr

eise,191地 方 郡LandkrelSe,7583町村 Gemeln

denより成立)｡主要生産品は,①銅,アルミニウム

,そしてこれらの合金半製品 ②粉末冶金 Pulvermetallur

gle製品 ③軽･重板金パッキング ④アーク放電 Lich

tbogen技術とプラスティック溶接技術を応用し

た溶接器具 などであり,高炉シャフト製作と工業設備製

作の専門技術を得意としていた｡(WlrtSChaftwlSSenSChaft,1987,6,

S.816-817.)73) コンビナートと経営体の生

産ノルマの決定過程は次のようなものである｡(∋1月

に国家計画委員会はコンビナートに対して規準数値を呈

示｡コンビナートはこれを基に計画枠組を作成,国家計画

委員会に答申｡②4月に国家計画委員会はコンビナ

ートと経営体の ｢国家課題StaatlicheAufgabe｣を鉱山･

冶金･カリ工業省に送付｡③6月にコンビナートは計画

案を鉱山･冶金･カリ工業省に答申｡8月迄に当工業

省はこれを検討修正し,技術･経済指標の原案と基準値

を作成,国家計画委員会に答申｡④10月迄に国家計画委

員会は人民経済計画案を完成,人民会議 Volkskammerに

提出｡11月に人民会議はこの計画案を原則として無

修正認可,法的強制力を付与 し,｢人民経済計画令 Direktivezu

m Volkswirt-schaftsplan｣として発令｡G)1

2月に ｢人民経済計画令｣を基に国家計画委員会は工業

諸省に,工業諸省はコンビナートと経営体に ｢国家ノルマ Staatli

cheAuflage｣を発令｡同時に ｢国家ノルマ｣

を政府統計局に送付｡政府統計局は計画の実行内容を継続

的に監視｡⑥コンビナートと経営体は年間ノルマを四

半期,月間に換算し,最重要個所に関しては国家計画委

員会もしくは工業諸省に細部報告｡(｢四半期,月間計画
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図5 DDR鉄鋼コンビナー トと工場立地点

●〔金属選鉱コンビナート〕(従業員数4900)
1 金属精錬 Halle(基幹経営体)
Z Rostock

3 Brandenburg
4 Eberswalde

5 Dresden

6 Zwickau

7 Erfurt

8 Magdeburg

A〔高級特殊鋼コンビナ-ト〕 (従業員数33723)
9 製鉄圧延工場 BI-andenburg(基幹経営体)
10 製鉄圧延工場 ‥Wilhelm Florln''HennlngSdorf
ll ワイヤ､ワイヤロープ工場 Rothenburg

12 鉄合金製造工場 Lippendorf
13 伸銅工場 DelltZSCh
14 MaxhiitteUnterwellenborn

15 圧延工場 ‥MIChaelNiederklrChller'',IIsenburg

○ 〔帯鋼コンビナー ト‥HermannMantern"〕(従業員総数18880)
16 EISenhiittenkomblnatOst(EKO)

17 圧延鉄板工場 BlechwalzwerkOlbernbau

18 冷間圧延工場 BadSalzungen

19 圧延工場 ‥HermannMatern'',Burg

20 冷間圧延工場 oranlenburg

21 圧延工場 FlnOW

▲ 〔マンスフェル ト･コンビナー ト〕 (従業員数48000)

22 Mansfeldコンビナー ト ‥wilhelm PleCk"EISleben

23 アル ミニユウム Lauta

24 製鋼J王延二1二場 Gr6ditz

25 軽金属 r.場 RackwltZ
26 アル ミホイル工場 Merseburg

27 製鉄工場 Thale

28 軽金属工場 Nachterstedt

29 圧延工場 Hettstedt(基幹経営体)

30 ベルリーン金属半製品工場 Berlin

A 〔鋼管コンビナー ト〕 (従業員総数28035)

31 製鋼 ･庄延工場 RleSa (基幹経営体)

32 特殊鋼工場 ‥8.Mal1945",Freita1
33 圧延鋳造工場 coswig

35 特殊鋼伸銅⊥場 Lugau J
34 鋼管製造､冷間圧延工場 Kar1-Marx-Stadt /一//( / .一一

∫
i

_/
･J7
r

vk＼

､ 15 -ヽ

(∋ 〔鉱業精錬コンビナート〕(従業員数9800)
36 鉱業精錬コンビナ-ト‥AlbertFunk''

37 郎 綱吉錬工場 Altenberg
38 亜鉛精錬｣二場 Ehrenfrledensdorf

39 半製品工場 AuerhammerÅue

40 ニッケル精錬⊥場 Aue

41 ニッケル精錬工場 StEgldlen

㌧ヽ ′

'J

J .→J 0

ご ′■1

29

37_′} ' r乙ノ

Frelberg(基幹経営体) (資料) MetallurgleelektronlkLelpZlg(Hrsg.).

Energlekatalog,EnergLeVerbrauch･

EnerglekostenderSchwarzmetallurgle
derNE-undKalllndustrle.
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表15 DDRMetallurgie主製品生産量 (1989年) (単位万 t)

主 要 製 品 (単位万 t) 国内消費量

銑 鉄 Roheisen 273.2 399.

1粗鋼 (溶製鋼 Fltissigstahlを含む) 782.88 78

1.9Siemens-Martin鋼 3

04.2酸素転炉鋼 sauerstoff-KonVerterstah1

238.8電炉鋼 Elektrostah

l 238.5圧延鋼 walzstahl合計 938.3

1056.0品種別圧延製品 sorten-walzerzeugn

isse 393.0圧延板金 GewalzteB

leche 342.8熱間鋼帯を含む厚鉄板 Grobblech(

6cm以上) 156.9冶金加工製品(鋼管を含む)

408.09 270.5冷間鋼帯 K

altband 202.24熱闘圧延鋼 walzstahl,wamgewalzt 550.62 不 明

(鍛造品､継目無品用の半製品を含む)(国内消費量には輸入製品も含む)

屑鉄 stahlschrott 530.5(資料) statlStZ∫ChesJahrbuch1990derDDR,S.174,175.

初めより冶金の決算責任に関しては綿密な規定があ

り,これに基づいて国家計画委員会 Staat-1ichePlanko

mmission (SPK)は52の決算責任 (いわゆる Staatl

ichePlankommissionBトlanzen,S-Bilanzen:例えば,深い関連性をも

つ屑鉄,銑鉄,厚鉄板などの決算),EMK省は

81の決算責任 (いわゆる工業省決算 Mini-sterBilanzen

,M-Bilanzen:例えば,鉄鋼半製品,鉄合金

Ferrolegierung,製鉄所消耗部品Stahlwerksversch

leilimaterialなどの決算),コンビ

ナートは211の決算責任 (いわゆるC-,D-Bilanzen:例えば,冶金製品の個々の品目そし

て上位の決算からもれた品目の決算,さらにコ

ンビナート内の物資流通のコントロールを目的

とした消費財の決算),コンビナート経営体は57の決算責任 (いわゆる E-Bilanzen:コンビ

ナート決算の

資料とされた)を負っていたのである74)｡＼用に関する1984年12月 3日令
｣GesetzblattderDDR,Berlln,1984,TellI,Nr

.35vom18.121984.)74) Wb'lerbuchderbko,wmleSozlallSumS,Berlin(Ost
),1989,S.162-163. ⅠV

DDRの粗鋼生産炉1 粗鋼生産炉の五方式まず,1989年のDDRの主要な冶金製品生産

量を表したものが表15であるが,注目すべきは

DDRの粗鋼生産炉の三方式と屑鉄の膨大な供給量である｡ 三方式とは,Siemens-Martin炉,

酸素鋼転炉,電炉である｡ そしてこれらの三方

式の特徴と意義を分析する前にDDR

を基準にした精錬方式の発展過程を見てみる｡

精錬方式には次の五種類がある｡ すなわち,① トーマスT

homas方式 (堀鋼 Tiegelstahl)②Siemens

-Martin方式 (平炉鋼 Herdofen-stahl

)③ ベッセマ- Bessemer方式 (桐鋼Tiegelstah

l) ④酸素鋼 0Xygenstahl方式 〔桐鋼 Tieg

elstahl, 純 酸 素 上 吹 転 炉 Sauer-stoffko

nverter, LD転炉 (オース トリアのLinzとD

onawitzの製鉄所で開発｡1952年以降実用化)〕

⑤電炉鋼 Elektrostahl方式 (平炉鋼 Herdofenstahl)である｡ これらの精錬方式

の発展過程に関して,小林賢斎はその著 『西

ドイツ鉄鋼業』の中で,戦前的 トーマス転炉-Siemens
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再建 ･復活 (1967年迄)-LD転炉- Siemens-

Martin平炉 (1969年迄)-LD転炉 (1970年以

降)という移行を分析している75)｡

① トーマス方式

この方式は1950年代までヨーロッパで重要な

役割を果たしており,精錬の際に発生する鉱淳

にはリン酸と石灰が大量に含まれ,これらは製

粉されて化学肥料 トーマス製粉となった｡この

方式は今日ではもはや歴史的な価値しか持たな

い｡炉への装入原料に占める屑鉄の割合は酸素

鋼方式が30-35%であるのに対して,この方式

はそれよりも10%ほど低い｡精錬冷却には空中

窒素 を使用す る｡ トーマス鉄鋼 の品質は

Siemens-Martin鉄鋼の品質よりも劣る｡ 主要

な熱媒体はリンである｡1960年代中期DDRに

おいてトーマス炉装入銑鉄の構成は炭素3.0-

3.5%,珪素0.4%以下,マンガン1.0-1.5%,

リン1.8-2.2%,硫黄0.05%以下であった76)｡

トーマス転炉数の変動は激しかった (図6)｡

BRDでは1953年には60基であり,1959年には

90基を超えた｡それ以後,急激に減少し,1970

年代中期以後,トーマス転炉は稼働していない｡

DDRにおいてはトーマス転炉は1950年代前半

に4基のみ存在していたが,その後の変動に関

しては資料がない｡

② Siemens-Martin方式

この方式もBRDでは既に過去に属する｡ し

かし,DDRでは1989年の仝粗鋼生産量 (782
万8800t)の約39% (304万2000t) を担う最も

重要なものであった｡Siemens-Martin鉄鋼は

銑鉄と屑鉄から精錬され,主として形鋼,ワイ

ヤ,板金の製造に使用される｡ 良質鋼の生産も

可能であるが,設備費と加工費が高く,屑鉄価

75) 小林賢斎,『西 ドイツ鉄鋼業』- 戟後段階 -戦後合
理化- 有斐閣,1982年,5,11頁｡(1959年) トーマ

ス鋼45.7%, ジーメンス ･マルタン鋼45.8%,LD鋼

1.9% (1975年)LD鋼69.3%,電気鋼12.6%, トーマ

ス鋼1.4%,Siemens-Martln鋼16.7%｡ トーマス鋼 と

Siemens-Martin鋼のピークはそれぞれ1960年,1964年

である｡1970年に初めてLD鋼が55.8%と粗鋼生産の過

半を占めた｡

76) Laube,R:Metallurgle.EinkurzgefaLStert)berblick,

Berlln(Ost),1974,S37.

図6 トーマス転炉数の変動
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格の変動によって採算が左右される｡ しかし,

DDRにおける屑鉄の多量供給とその固定価格

は Siemens-Martin炉を最連なものとしたので

ある77)｡(図7)

(参 ベッセマ一方式

この方式も既に過去のものである｡ この方式

ではリンと硫黄が除去されない｡ 従って,装入

銑鉄はリンと硫黄の含有率の低いものでなけれ

ばならない｡しかも屑鉄投入量の上限は25%で

ある｡1960年代中期のDDRにおいてベッセ

マ-炉装入銑鉄の成分構成は炭素3.5-4.0%,

珪素2.0-2.5%,マンガン1.0%,リン0.05%以

下,硫黄0.05%以下であった｡また精錬過程で

は発熱源としてケイ素の投入が不可欠である78)｡

④ 酸素鋼方式

この方式では精錬冷却に純酸素を使用する｡

ベッセマ一方式や トーマス方式と比較して良質

の鉄鋼 (窒素,リンの成分が少ない)を生産で

きる｡ この方式の利点は高炉への原料装入時間

の短縮,資本コス トと変換コストの低下である｡

1970年時点では30tLD転炉の原料装入時間は

30-35分,80tLD転炉は40-45分｡よって

30tLD転炉の生産量は 55-60t/h,80tLD

転炉 は 105-120t/hである｡ これに対 して

200tSiemens-Martin炉の生産量は 20-25t/h,

400tSiemens-Martin炉の生産量は 35-40t/h

に過ぎなかった｡よって 80tLD転炉 1基の生

産能力は 400tSiemens-Martin炉 3-4基の

それに当ったのである79)｡

また装入原料の三分の二が洛銑鉄,三分の一

が屑鉄である80)｡つまり溶銑鉄 1tにつき最大

限 300kgの冷屑鉄を装入できる｡ よって,こ

の方式は屑鉄価格が高い時そして銑鉄が安価良

品質の時に有利である｡

酸素鋼方式は増加しており｡ その中でもLD

77) Ebenda,S.38.

78) Ebenda,S.36,37.

79) ZFOIZNSTZTUT FUR WIRTSCHAFTSFOR-

SCHUNG,SchriftenrelheNr 73,Verbreitungneuer

Technologien,Kap 2,DleneuenVerfahren,Berlin,
Mtinchen,1970,S24

80) Ebenda,S.18-19.

転炉が最 も多数を占めている｡ さらに1960年

代にLD方式にOBM方式 (oxygen-Boden-

blasend-Metallurgie酸素底吹冶金)が加わ り,

Maxhdtte(Oberpfalz)に最初に導入された｡

酸素吹き込みによって同時に石灰の吹き込みが

可能となった｡LD方法とは異なる利点は屑鉄

装入量の10%増加であり,結局,屑鉄の上限は

35%となった81)｡(図8)

図8 酸素鋼転炉数の変動 (B良D)

1950 60 70 80 8

4年 度(資料) stattsttschesJahrbu

chdeγEISen-undstahltndustrle,

1955/56,S.209‥1960/61,S.21.,SlahlundEtse71,

1965,S

.1277.⑤ 電炉鋼方式電炉鋼方式

の装入原料は主として屑鉄であり,溶銑鉄が生

産されない場合に使用される｡電炉鋼方式は優

良鋼の生産に適している｡ というのは各種の洛

鉱,とりわけ強い脱硫が可能だからである｡ こ

の方式ではアーク放電炉が最も広 く使用されてい

る｡ これと並んで誘導電気炉 In-duktionsofenと抵抗電気

炉 Widerstandofenも使用されて

いる｡ 鉱淳の発生に対 しては石灰の投入が必要

である｡ニッケル,鉄クロム,鉄チ81) Latz,R.E.(1978):Gegenwartund
ZukunftschancenderdeutschenStahlindustrie.In:E

uropaiSCheHoch-schulschT7ften,Reihe5,Volks-undBe

triebswirtschaftBd196,Frankfur
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タンなどを使用すれば優良特殊鋼を製造できる｡

電炉鋼方式の場合燃料ガスによる有害な影響は

ない｡(図9)

図9 電炉数の変動
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2 DDRの粗鋼生産炉三方式① Siemens-Martin

方式DDRではSiemens-Martin炉

は1950年にはわずか25基であったが1

955年までに37基にまで増加 した (図 7)｡ この時期 の

DDRのSiemens-Martin炉一基当

りの年間平均鉄鋼生産量は増加 している (表16)｡1957年

以後,Siemens-Martin炉の数は減少し,1

984年では31基,1988/89年では

21基である｡ その内訳をみると,高級特殊鋼コンビナート (従

業員総数33723)の鉄鋼 ･圧延工場 Brand

enburg(従業員数 8975,主要製品 :形

鋼,圧延針金)の12基である｡ 設置年は1950年であ

り,一基の生産能力は 175t/h,12基

の年間総生産能力は200万tであった｡そして同コンビナートの鉄鋼

･圧延工場 "WilhelmFlorin

"(従業貞数8707,主要製品 :形鋼,コンクリー ト鋼,

ステンレス鍋)の3基である｡ 1基の生産能力は 100t/h, 333基の年間総生産能力は5

0万tであった｡次に,鋼管 コンビナー ト (従業員総数2

8035)の鉄鋼 ･圧延工場 Riesa(従

業員数12291,主要製品 :継目無し鋼管,

螺旋鋼管,被覆鋼管,玉軸受け鋼管,形鋼,山形鋼,丸

鋼,角鋼)の3基である｡ 1基の生産能力は1

50t/h,3基の年間総生産能力は70万tであっ

た｡そして同コンビナー トの鉄鋼圧延工場 Gr

6ditz(主要製品 :自由鍛造品,圧延リン

グ,車輪タイヤ,鋳鋼,ねずみ鋳鉄,可鍛鋳鉄接続

部品)の3基である｡そのうち 1基の生産能力が 5

0t/h, 2基の生産能力が 80t/hであり,3基の年

間総生産量は25万tであった82)｡したがって,198

8/89年のDDRの Siemens-Mar

tin炉21基による生産能力合計は345万tであった｡そして

実際の生産量は表15の公式統計によると304万2000tであ

る｡Siemens-Martin炉はB

RDでは1980年代初期に廃止された｡原

因はこの方式のエネルギーと資本の高コストにあり,原料装入

の長時間からくる技術上の制約にある｡Siemens

-Martin方式に代わったのが電炉鋼 Elekt

rostahl方式と酸素鋼 0Ⅹygenstahl方

式による連続鋳造設備であ る83)｡表17は1988年のDDR

のSiemens-Martin鋼の生産数値をま

とめたものであ

る｡② 酸素鋼方式 (純酸素上吹転炉,L

D転炉,0BM転炉)DDRにおける酸素鋼方式の

転炉の数と規模に関する資料不足はKarlE

ckartによって指摘されているが84),とりあ

えず3大冶金コンビナート資料 (1989/90年)に限定して抽出する82) Metallurgieelektro

nikLeipzlg (Hrsg.),Energlekata-log,Ene7-gzeVerbrau

ch,EnergtekosteTlderSchwaT7cme-tallurgle,derNE-andKalzlnduSt

rle.,Ausgabe1990.Leipzlg1990.

83)Siemens-Martin方式の長所と短所,最新の電炉鋼方式との比較に関

しては,D.Amelingu.a.,Metallurgieund Verfahrens

technik der Elektrostahlerzeugung-EntwicklungundheutigeBedeutung,Stahll

LndEisen,Jg106,1986,S.13ff.84) KarlEckart,D

ieEisen-and StahlinduStT7elndenbeldendeutSChe
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表16 DDRSiemens-Martin炉一基当りの年間平均鉄鋼生産量 (単位万 t)

1954年 5.3t 1955年 5.6t 1956年 6.Ot 1957年 6.2t 1958年 6.5t 1959年 6.8t

(資料) NeueHiltte,Jg.4,Nr.9,S.518-529.

表17 DDRSiemens-Martin鋼の生産数値 (1988年)

単 位 Brandenburg Riesa Hennigsdorf Grd

ditzS-M 鋼生産量 t 198万8600 62万8600 48万 20

0 16万9300時 間 生 産 量 t/h 23.6

20.7 17.6 8.4装 入 原 料 量 kg/t

1128 1178 1150 1156燃 料 使 用 量 1

0億ジュール/t 6.6 6.2 6.8 7.1労 働 生 産 性 t/従業員 2185 1970 10

86 967設 備 消 耗 度 % 74.5 66.4 69.3 80.8(資料) MetallurgleelektronikLeipzig(Hrsg.),Energlekatalog,EnergleLUerbra
uch,EnergiekostenderSchwarzmetallurgie,derNE-andKalllndustrle,Ausgabe1990,Leipzig,1990,i,S.150

f.表18 DDR酸素銅生産数値 (1988年)単 位 EisenhtittenkombinatOst MaxhiitteUnterwellenborn

酸 素 鋼 生 産 量 t 168万2600

56万2900日 産 量 t/24h

7806 1869酸素吹き込み時間 分 15-1

8 18.7装 入 原 料 量 kg/t
1124 1150酸 素 使 用 量

立方m/t 23.6(1984年) 56.7労 働 生 産 性 t/従業員 4635 2108設 備 消 耗 度 % 22.2 66.0(資料) MetallurgleelektronikLeipzig(Hrsg･
),Energiekatalog,Energleも･erbrauch,EnerglekoStenderSchww3metallurgle,derNE-andKallindustrie,Ausgabe1990,Leipzig,1990,I,S38,39

,41,74.,II,S.24.と酸素鋼

炉数は6基である｡ その内訳は,高級特殊 コナビナ- トの MaxhiitteUnterwellen

-born (従業員数 7093,主要製品 :形鋼

,鉄道レール,特殊形鋼,圧延リング)の4基である｡

これらはOBM一転炉であり,1970年に設置

された (そして1926年以来稼働していたトーマス転炉は廃

棄)｡ ]基の生産能力は 25t/h,4基の年間総生産能力

は 70万tである｡ そして別の2基は帯鋼コンビナー トBandstahlkombinat,

"Hermann Matern" (従 業 員 総 数 18880

)のEisenhtittenkombinatOst(EKO),Eisenhhtten-

stadt(従業員数11866,主要製品 :冷間

圧延板金,冷間圧延鋼帯)のものである｡ これらはL

D転炉であ り,1984年に設置された V6st-

Alpine製の新鋭設備である｡

1基の生産能力は 235t/h, 2基の年間総生産能力は 220万t である85)｡そして実際の生産量

は表15の公式統計によると220万tであった｡

BRDに酸素鋼方式が

導入されたのは1957年である｡ 以後,その

数は1960年から1970年の十年間に著しく

増加し,1975年には50基近くにまでなった｡

(図8)酸素鋼炉に関してDDRとBRDを比較した

場合,DDRの酸素鋼炉の採用の遅れとDDR

の銑鉄生産全体に占める割合 (198

8年28.4%)がBRDの場合 (1988年82.7%)に比して極端に低いことが目だっている｡ 表18はDDRの酸

素銅生産数値をまとめたものである｡85) MetallurgleelektronikLeipzig(
Hrsg.),Energlekata-log,EnergleVerbrauch,EnerglekoStenderSchwa77Eme-
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表19 DDR電炉鋼生産数値

35

単 位 BrandenburgHennigsdorfⅠHennigsdorfⅠⅠ Riesa Freital G

r6ditz電炉鋼生産量連続鋳造割合 万 t% 63.699.4 14.091.8 57.5897.2 13.749.4 29.190

.0 15.ll15.8時 間生 産量 t/h 49.0 9.

5 25.3 5.6 5.4 4.7装 入原 料 量 kg/t 1166

1123 1179 1079 1139 1135電極使 用 量 kg/t 3.6 6.3 4.3 6.6 6.0 6

.9電 流使 用 量 kWH/t 638 639 628 641 71

7 741労働 生 産性 t/従業員 1937 1000 191

9 1078 768 726設 備消 耗 度 % 34.8 83.7 40.6 80.5 49.6 79.2(資料) MetallurgieelektronikLeipzig(Hrsg.),Energie
katalog,Energieverbrauch,EnergiekostenderSchwar2metallurgle,derNE-undKallindustr?'e,Ausgabe1990,Leipzig,1990,Ⅲ,S.37,60.

③ 電炉鋼方式 (アーク放電炉)図8は1950年-198

4年のこの電炉数の変動を示 したものである｡

DDRにおける電炉数は1950年2基,1955-1985

年18基であったがその間にアーク放電炉 1基の

生産能力は3t/hから130t/hにまで増

大 している86)｡そして1988/89年のアーク

放電炉数は21基である｡その内訳をみると,まず高級特殊鋼

コンビナートが9基所有 していた｡第-は鉄鋼 ･圧延工

場 Branden-burgの2基であり,

設置年は1980年の Danieli製である｡ 1基の生産能力は 135t/h

, 2基の年間総生産能力は 80万 tである｡ 第二

は鉄鋼 ･圧延工場,"Wilhelm Florin

"Henningsdorfの 5基であり,設置年は

1971年である｡ 生産能力は3基 (Demag製)が 135t

/h,別の2基は40t/hと20t/hである｡ 5基

の年間総生産能力は 80万tである｡ 第三は Maxhii

tteUnter-Wellenbornの 2

基であり, 1基の生産能力は20t/h,2

基の年間総生産能力は 10万tである｡次に鋼管コンビナー

トが12基所有していた｡第-は鉄鋼 ･圧延工場 Ri

esaの 3基であ り,1基の生産能力はそれぞれ, 5t,lo

t,35t/hである｡ 3基の年間総生産能力は 15万tである｡

第二 は特 殊 鋼 工 場 Edelstahlwerk,

"8.Ma主1945",Freital(従業員数5825 主要製品 :丸鋼,四角鋼,六角鋼,ステ

ンレス鋼,錬鋼片,ワイ86) Autorenkollektiv(Ltg･Bbhme,H.D.):Erzeugung
von RohelSen,Stahlund Ferroleglerunge7tLeipzlg,
1983,S166. ヤ)の5基である｡19

77年設置のソ連製であり,生 産能 力 30t/

h が 1基, 20t/h が 1基,lot/hが 2基,

5t/hが 1基である｡5基の年間総生産能力は 30万t

である｡第三は鉄鋼圧延工場 Gr6ditzの 4

基であ り,生産能力 30t/hが 1基,lot/

hが 1基,5t/hが 2基である｡4基の年間総生

産能力は20万tである87)｡BRDでは電炉は

1953年104基であった｡1960年代後半には

190基にまで増加していた｡しかし,その後

は減少し続けている｡1984年には1953年の時と同数の104基になった｡しかし

1基の生産能力は増大し,特にアーク放電炉の生産能力

の増大は著 しい｡生産規模の大きなアーク放電炉への転

換の原因の一つは自動車生産の急増とそれに関連する

玉軸受けWalzlagerとクランク軸 Kurbelwe

lle用の軽合金部品への需要の増大にある88

)｡表19はDDRの電炉鋼の生産数値をまとめたものである｡

3 連続鋳造設備鉄鋼鋳造方法には次の三

つがある｡ すなわち,①連続鋳造方法 StrangguLSverfahren (今 日通常に見られ,最も経済効率に富

む) ②鋳型鋳87) MetallurgieelektronikLelpZig(Hrsg.),Ene

rglekata･log,EnergleVerbrlauCh,EnerglekostenderSc

hwaT7cme-tallurgle,derNE-andKal"ndustrte.,a.a.0.,
S.25.88) Mareyen,H.(1970)･.DieEdelstahli

ndustrieDeutsch･lands unter besonderer Beriicksicht

lgung ihresStandorts (=Nurnberger W2'rtschaft5-a
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造 KokillenguLS方法 (連続鋳造設備がない場

合の方法｡寸法の大きな鉄鋼,特定品質の鉄鋼

の生産に適切) ③形鋼鋳造 Stahlform 方法

(機械部品用などの形鋼鋳造) である｡

精錬済みの鉄鋼は鋳込みを必要とする｡ その

場合,一部は形鋼 として鋳込まれる｡ 出来た鋳

物は主として機械設備部品となり,さらに加工

される｡ 他の部分は固形部品として鋳型にはめ

られ鋳造されていく｡ これらの固形部品は圧延

鍛造工場むけの部品となる｡

連続鋳造方法の場合には屑鉄の発生率を鋳型

鋳造の場合の70-90%まで減少できる｡ した

がって,連続鋳造方法の導入によって屑鉄発生

量は著 しく減少 したのである89)｡

DDRにおける連続鋳造設備の設置は既に

1957年に開始されている90)｡ BRDの第一号基

設置 は1964年 の こ とで あ る91)｡ DDRの

1988/89年の連続鋳造設備合計数は10基であり,

その内訳は,まず高級特殊鋼コンビナー トの4

基である｡ 第- は鉄鋼 ･圧延工場 Branden-

burgの 2基 (棒 鋼連続製造装置 Kntippel-

stranggieLSanlagen:1980年設置 :Danieli製 :

1基 8レーン :棒鋼 100-120mm平方)であ

り, 2基の年間生産能力は 80万 tである｡ 第

二は鉄鋼 ･圧延工場,"WilhelmFlorin"Hen-

ningsdorfの2基 (棒鋼連続鋳造装置 :1971年

設置 :Demag製 :1基 4レーン:棒鋼 100-

110mm平方)であり, 2基の年間総生産能力

60万 tである｡ 次は鋼管コンビナー トの4基で

ある｡ 第一は鉄鋼 ･圧延工場 Riesaの 2基

(棒鋼連続製造 レーン :1968年設置 :ソ連製 :

1基 4レーン :棒鋼 200mm平方)であ り,

2基の年間総生産能力は 30万 tである｡ 第二

は鉄鋼圧延工場 Groditzの2基 (棒鋼連続製造

89) Wettig,E (1981):AngebotundNachfrageaufden

Welt-Eisenerzmarkt. In･StahlLLndElSenJg.101,Nr.

13/14,S.65-70.

90) Fichtner,K (1958):DieBeschlussederParteitage

derSED,WegweiserfurdieEntwicklungderMetallur-

gle,- In:NeueHiltteJg 3,Nr7,S.387リBerlin

(Ost)

91) IFOIINSTITUT FUR WIRTSCHAFTSFOR-

SCHUNG,a.a.0,S28.

レーン:1968年設置 :ソ連製 :1基4レーン:

棒鋼 200mm平方)であ り, 2基の年間総生

産能力は 30万 tである｡ 最後に帯鋼 コンビ

ナー トの Eisenh山tenkombinatOstの圧延鉄塊

(ブルーム)連続 (直接)鋳造設備 Brammen-

stranggieLSanlage (1984年設置 :vast-Alpine

製 :150-350mmX850-1850mm)と前イン

ゴッ ト連 続 鋳 造 設 備 Vorblockstranggie-

LSanlage:1984年設置 :vast-Alpine製 :6装

置 :最大 300×380mm)の2基である｡ 前者

の年間生産能力は 140万t,後者のそれは 70万t

であった92)｡

4 DDRの粗鋼生産炉の変動

製鋼方式の推移による粗鋼生産設備数の変動

は著しく,それ共に生産地点にも統合,解体,

拡大の動きがあった｡

(1)Siemens-Martin炉

① 鉄鋼圧延工場,"WilhelmFlorin"Hennigs-

dorf 1953年には1基の生産能力 100t/hが

4基稼働 していた93)｡1985年末には1基の生

産能力 100t/hが6基存在 し,年間総生産能

力 75万 tであった｡

② 鉄鋼圧延工場 Brandenburg 1951年末に

8基稼働 していた94)｡以後増加 し,1975年以

後1988/89年まで12基であった｡これはDD

Rで最も多数の Siemens-Martin炉の所有で

ある｡12基合計の年間生産能力は 230万 t

(1985年) で あ り,他 の全 ての Siemens-

Martin炉 の生産能力合計 (200万t)を上

回っていた｡

③ 製鋼圧延工場 Riesa 1952年末に1基の生

産能力 100t/hが 5基,60t/hが 6基,25

t/hが 1基稼働 していた95)｡1985年末には合

計 8基になったが1988/89年には3基に減少

している｡1990年まではこの3基も操業停止

92) MetallurgieelektronikLeipzlg (Hrsg.),Energiekata-

log,Energieverbrauch,EnerglekostenderSchwarzme-

tallurgie,derNE-undKaliindustrie Ausgabe1990

93) StahlundEISen,1953,S1137.

94) StahlLLndEISen,1954,S1322.

95) StahlundEISen,1953,S.1137



ドイツ民主共和国の鉄鋼業とコンビナー ト(2) 37

表20 DDRSiemens-Martin炉の変動 1985年⇔1988/89年

名 称 所 在 地 設立年 炉 数 1 1基生産量 年間生産

量W.Florin" Hennigsdorf 6く〉3 100tC〉100t 75万tく〉

50万tBrandenburg Brandenburg 1975 12[⇒12 175tQ 175t 230万t[

〇200万tRiesa Riesa 1947 6く〉3 120tC)150t 70

万tC〉70万tRiesa Riesa 1947 2⊂〉 0 160tEウ Ot

30万tC> 0万tGr6ditz Grdditz 5C〉3 30-40tく〉50t80t 25万t[

⇒ 25万t2基 1基合 計 31⇒

21 430万t[令345万t(
但し,1988/89年は生産能力)(資料) MetallurgieelektronikLeipzig(Hrsg),Energlekatalog,EnergleVerbrauch,EnergiekoStenderS

chwarzmetallurgle,derNE-LLndKalllndustrle,Ausgabe1990,Leipzig,1990,Ⅰ,S.150f.,Betriebsforschungsinstitutdes

VDEH,12.1985.の計画であっ

た96)｡表20は5コンビナートにおけるSiemens-Martin炉の変動を示したもので

ある｡(2) 電炉 (アーク放電炉)1953

年段階の電炉の状況は,①特殊鋼工場Ddhlen

に 1基生産能力 10t/hの電炉 2基,3.5t/hの

電炉 1基 ②製鋼圧延工場 Riesaに1基生産能力 15

t/hの電炉 2基 (参Hennigs-dorfの製鋼圧延工場 ,

"Wilhelm Florin"に1基生産能力 15t

/hの電炉 2基 ④Unterwel-1enbornのMaxhtitteに1基生産能力 25

t/hの電炉2基 であった97)｡Freital

近郊の特殊鋼工場 D6hlenではさらに8基の電

炉建設が計画があったが1954年の ,"NeuerKu
rs"によって中止されている98)｡DD

Rの電炉工場建設にはBRDも参加している｡1970年春の Henn

igsdorfの,"WilhelmFlorin

"における電炉工場建設の大プロジェクトが Salzgi

tterなどの企業に委託されたのである｡これはinnerdeutscherHandelの枠内の最

初の大プロジェクトであった99)｡DDRの

電炉工場の本格的建設は1970年代に開始 され,以後 Branden

burg,Hennigsdorf,Grbditz,Freita

l,Thaleにおいて電炉の建設が96)Haase,H (1985):Abstichun
terfrelemHimmel.In･BerllnerZeltungVOm15.2.1985
,3,Berlin,S･3･97) StahlundEI

Sen,1953,S･113798) StahlundE1

5en,1954,S-132199)FrankfurterRundschauvom30.41970. 進められた｡198

0年には BrandenburgではDDR最

大規模の最近代的電炉工場が建設されている (Danieli製2基,1基生産能力 135t/

h,2基年間総生産能力 80万t)｡1980年以

後のDDRでの電炉工場建設の停滞原因の

一つに炉装入原料の屑鉄の供給量の変動がある｡197

0年～1988年の時期にDDRの屑鉄供給量全体

に占める新屑鉄の割合は37.4%から28%に減

少している (表23)｡それは機械と設備の合

理化による屑鉄発生量の減少であり,しかも

屑鉄輸入量は増大していない100)｡1985年

末にはBRDには70基のアーク放電炉があった

｡これに対してDDRには18基しかない｡両

独のアーク放電炉の一部は非常に古い｡BRDでは

1971年以後に設定されたアーク放電炉は26基で

ある｡これは全体の37.1%に当る｡DDRでは

1971年以後設定のアーク放電炉は6基であり全体の3

3.3%に当る｡ところが,1976年以後設

定のアーク放電炉となるとBRDは11基 (15.7%),

DDRは4基 (22.2%)であり,新品の割

合は逆転する｡DDRは鉄鋼業の近代化に大きな努力を払っていたと言えよう｡ この

近代化にはBRD企業も参加している｡アー

ク放電炉の規模に関しては著しい相違がある｡ 1時

間当りの生産規模は 10-660tの幅がある｡1

985年末現在BRDで最大のアーク放電炉は1978年に

Kruppが Geisweidに建設し100) DeutscheSInStltutfurWlrtSChaftsforschung(D
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図10 アーク放電炉工場の立地点と生産能力
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表21 DDRとBRDの酸素鋼炉

39

企 業 名 所 在 地 操 業 年 転炉数×原料 装入量 (t) 年間生産量(

万t)【DDR】EisenhiittenkombinatOst ∫Eisenhtittenstadt 1984 2×

225 220Maxhiitte Unterwellenborn 1

974 4×20 50【BR

D】 3×150 324ArbedSaarstahl

Vblklingen 1980/82DillingerHdttenwerke D
illingen 1968 2×200 290HoeschHiittenwerke Dort

mund-H6rde 1963/66 3×180 420K16

cknerWerke Bremen 1968 2×280 400K1

bcknerWerke Osnabrtick 1981 1×125 100KruppStahl Duisburg-Rheinhausen 1975 2×300 360

KruppStah1 Duisburg-Rheinhausen 1967 2×115 180Mannesmannr6hren-Werke Duisburg-Huckingen 1966 2×220

360MaXimilianshtitte Sulzbach-Rosenberg 1

977 3×60 120StahlwerkePeine-Salzgitter Peine 1964

3×90 194StahlwerkePeine-Salzgitter Salzgitter 1

968/77 3×210 516ThyssenStahl Duisburg-Beecke

rwerth 1962/70 3×260 720ThyssenStahl Duisb
urg-Bruckhausen 1969 2×380 600ThyssenStahl Duisburg-Ruhrort 1966/75 4

×140 432ThyssenStah1 Hattlngen 1970 1×

150 168(資料) JahrbuchSt

ah11984,S.115-116.たものである｡ これは 1

時間当 りの生産量660tである｡ 次に 600tクラス

が 2基ある｡1976年に Kruppが Hamb

urgに建設 したものと1979年に Gutehoff

nungshtitte(GHH)がOberhause

nに建設 しものである｡DDRのアーク放電炉には1時間当りの生産量 25

0tクラスが 2基ある｡ これらは Branden

burgにあり,1980年にDanieli

社によって建設された｡図10は1985年のアーク放電炉の立地点と生

産能力を示すものである｡(3) 酸素鋼炉 〔LD転炉 (純酸素上吹転炉)〕

図11は酸素鋼転炉の所在地を示したものである｡DDRの場合は MaxhutteUnterwe

llen-bornとEisenhottenkombinatO

st(EKO)の二ヶ所のみである｡前者は1974年,後者は1

984年に設置された10

1)｡ BRDの場合特にルール地区に集中してい

る｡そしてBRDの酸素鋼転炉の一部はDDRの101)1981年-1984年 に オー ス トリアの企 業 VOEST
Alplneが建設｡ ものよりも完全に古いの

である (表21)｡ BRDの最初の酸素鋼転

炉は1962年に Thyssen-Stahlによって Duisburg-Beeckerwerth

に建設されたものである｡ この酸素鋼転炉の部門においてもDD

Rによる製鋼設備近代化の努力が見られる｡ しかし転炉数と原料装入量

における両独間の格差は明白である｡DDRの U

nter-Wellenbornの Maxhiitteの年間生産

能力は 50万tである｡ そしで Eisenhdttenkombin

atOst(EKO)の年

間生産能力は 220万tである｡ これらはBRDの最大の製鋼所 Duisburg-Bee

ck-erwerthのThyssenSt

ahlの720万tと比較すれば小規模なもので

あった｡生産の各段階 (製銑,製鋼,圧延)設備の隣接設置は生産

技術面と経済面において利点をもつ ｡ この生産三段階

の地理的生産経済的な結合体を鉄鋼総合製錬所とすれば,DDRの場合そ
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図11 酸素鋼転炉工場の立地点と生産能力

(
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(従業員数11866)は総合製錬所に不可欠な熱間

圧延工場 "Warmwalzwerk"を保持 していな

かった｡本稿(1)の Ⅰト3でも触れたように1950

年のEKO建設計画は総合製錬所の予定であっ

たが,1951年の第一次五力年計画の重工業重視

による消費部門圧迫,労働ノルマ増大,労働者

の生活水準低下を原因として1953年に暴動が発

生し,1954年の "NeuerKurs"の決定によって

EKOの熱間圧延工場建設は見送られたのであ

る｡ その後30年にしてLD転炉2基 (1984年設

置 :オース トリアV6st-Alpine社製 :1基生

産量 235t/h:年間生産量 220万t),ブルーム

連続 (直接)鋳造設備 BrammenstranggieLSan-

1agel基 (1984年設置 :vast-Alpine社製 :

年間生産量 140万t,前インゴット連続鋳造設

備 VorblockstranggieLSanlagel基 (1984年設

置 :V6SトAlpine社製 :年間生産量 70万t),

可逆 ･冷間圧延工設備 1基 Reversier-Kalt-

walzwerk (1985年設置 :日立製 :年間生産量

20万t)が設定され,自前の鉄鋼生産が可能と

なった｡そしてその間に熱間圧延工場の建設計

画は相当に進展していたが,結局1988年に建設

停止が決定 された｡原 因は上記の1984年の

Vast-Alpine社製の各種設備投資による資金の

枯渇であった102)｡

熱間圧延工場の不在,すなわち,熱間広枠鋼

帯の生産の欠如を切 り抜ける方法は二つある｡

第-は連続鋳造法にて生産された鉄鋼が別工場

で冷間圧延工場向けに加工されて再度戻される

方法である｡ この場合,輸送コストの膨大な不

利益が生じる｡ 第二は,別の生産地から熱間広

枠鋼帯を直接搬入し,それを圧延し直す方法で

ある｡ この方法は旧ソ連からの熟間広枠鋼帯の

輸入であり,広範に行われていた｡その場合当

然にDDR生産の鉄鋼は全 く投入されない｡す

なわち,DDRの銑鉄と鉄鋼の生産設備は利用

されないことになる103)｡

102) MartinHeidenrelCh(Hrsg,),KrlSen,Kader,Kombl-
nate,Kontinuit畠tundWandelinostdeutschenBetrieben

,Berlin,1992,S.98
103) Ebenda,S102.
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次に,BRDには1974年の鉄鋼好況前に15の

鉄鋼総合製錬所があり,ルール地区とザールラ

ン トに集中していた｡そ して1974年に Sulz-

bach,Geisweid,Salzgitter,Osnabruck,Bremen

が加わったのである｡ ところが1970年代末から

1980年代初めにかけてのBRDの経済構造の変

動は製鋼業に著しい変化をもたらし,1985年に

総合精錬所数は10にまで減少している｡ 集中地

域であったルール地区とザールラントの鉄鋼総

合製錬所が激減し,ザールラントで残っている

のは V61klingenとDillingenであ り,ルール

地区で は Rheinhausen,Duisburg,Dortmund,

Hattingenの4精錬所のみである｡

V DDRの屑鉄と粗鋼生産

1 装入原料としての屑鉄

原料としての屑鉄の価値は,輸入鉱石の金属

含有率が約50-60%に対 して屑鉄のそれが

100%であることにある｡

まず,屑鉄の定義であるがDDRとBRDで

は異なっている｡ DDRにおいて屑鉄は,①新

屑鉄 Neuschrott(製鉄所,圧延工場,鉄工所,

旋盤における金属スクラップ,鋳造工場におけ

る鋳鋼残淳)②古層鉄 Altschrott(減価償却屑

鉄 Amortisationsschrottと呼ばれる｡ 古 くなっ

た使用不能な機械,設備,工具など)③回収屑

鉄 Sammelschrott(売買屑鉄 Handelsschrott

とも呼ばれる)に区分されている104)｡ BRD

において屑鉄は (∋製鋼屑鉄 Eigenschrott(-

Blankschrott,主として製鋼所において発生し

た屑鉄 を指 す)② 加工 屑鉄 Verarbeitung-

sschrott(新屑鉄 Neuschrott,鉄鋼製品製造業

で発生する屑鉄)③古層鉄 Altschrott(回収屑

鉄 Sammelschrott)に区分されている105)｡

DDRにおいて国内屑鉄は徹底的に利用され

ており106),屑鉄に対するDDR鉄鋼業の依存

104) Gotz,J.,DieRohStOffwlrtSChaftderDDR(vervielfzi1-
tigtesManuskrlptdesgesamtdeutschenlnstitutsBonn),

Bonn,1980,S63-64,

105) Mtluer,J.u.Loeber,H.D u.Dey,G.,1983,KrlSeln
derStahllndustrie,Bd.1,BrancheundOkologie,Olden-
burg,S.73.



42 調査と研究 第8号 (1995. 4)

はBRDとは比較にならない程大きい｡何故そ

うなのかを見てみよう｡ いま粗鋼 1tの生産に

装入される鉄原料は約1150kg とすると,DD

Rの粗鋼生産量は約800万tであるから単純計

算では 920万tの鉄原料装入となる107)｡しかし,

国内の銑鉄生産量は 240万tであ り,その鉄含

有率を96% とすると鉄原料は 230万tに過ぎな

い｡銑鉄不足とそれによる国内銑鉄の高価格の

ために銑鉄輸入量は増加の一途を辿っていたが,

1988年の銑鉄輸入量は約130万tlO8)であ り,主

としてソ連か らの輸入であった109)｡よって粗

鋼生産の屑鉄需要量は約560万tとなる｡そ し

て 1988年 の 国 内 の屑 鉄 供 給 総 量 は約 500

万tllO)であり,ここに屑鉄の絶対的な不足が生

じる｡ よって屑鉄輸入量は 100万t近 くにまで

上ったのである｡

屑鉄利用の利点は,大量の屑鉄の再利用,銑

鉄よりも安価な屑鉄の利用による生産費の低下

の他に,原料銑鉄の化学成分が購入または製造

の都度多少変化 しても,屑鉄によって中和され

ることにある111)｡

106) DDRにおける屑鉄の利用に関する詳細な研究はK.
OppermannundH.D.Uhlig,ZurErmittlungder6ko-

nomischen Effektivititbelder Bereitstellung und

VerarbeltungVOnEisenrohstoffenftirdieSchwarzme-

tallurgleSOWieftirStahl-undEisengieLiereien,Frelber-

gerForSChungshefte,NrD191,Leipzig,1989

107) 酸素鋼方式の場合,銑鉄1tに必要な装入鉱石は
EisenhuttenkomblnatOst(EKO)では1124kgであり,
MaxhutteUnterwellenbomでは1150kgである｡両者
平均して約200kgの屑鉄が装入される (Maxhiitteは
200kg以下,EKOでは200kg以上である｡VEB
MetallurgleelektronikLeipzlgim KombinatZentraler

lndustrleanlagenbauderMetallurgle(Hrsg.) Ⅰ,S.38

ff.,Ⅲ,S.245.

108) StatlStlSChesJahrbuch198.9derDDR,S.245

109) 輸入された冷銑鉄並びに屑鉄は熱エネルギーが加えら
れ精錬潜解される必要がある｡この点からも
Siemens-Martin方式が有利となる｡

110) StatlStZ∫CheSJahrbuch1969derDDR,S 158.The

lnternatlOnallronandSteellnstituteによると屑鉄使用
量は560万t,そのうち輸入屑鉄量は90万tである
(The lnternatlOnalIron and SteelInstitute (Ed),

WorldSteellnFigures1990,Brtissel,1990,S16.)｡

111) KlausOppermann,KlausBlesslng,bkonomle der

MetalluTgle,VEB DeutscherVerlagfurGrundstoffin-

dustrle,Leipzlg,1984,S.96ff.

次に屑鉄価格はその集積段階では 1t400M

であるが,製鋼所段階では 1t700-750M に跳

ね上がる112)｡また屑鉄の流通,輸入量の決定は

国家計画委貞会が行う｡ そして冶金業の屑鉄需

要を満たす為に,コンビナー トと経営体は国家

計画ノルマとして屑鉄供給を委任されていたの

である (1980.12.11の二次原料の総括的利用に

関する指令113))｡

屑鉄は供給量だけでなく在庫量も常に変動し

おり,BRDにおける製鋼屑鉄量の変動は部分

的に相当な波があるが1970年代の始めまで常に

増大 している｡ 1950年の製鋼屑鉄発生量は 400

万tを少 し上回っていたが,1974年には 1300万t

にもなった｡これ以後は急速に減少 していった

のである｡ これは連続鋳造生産方式の急激な普

及による｡1950年には製鋼屑鉄が屑鉄供給総量

に占める割合は約40%であったが,1960年初め

までに約55%に上昇し,それ以後,減少に転 じ,

1980年には約40%になっている114)(図12)｡ 加

工屑鉄と新屑鉄 (これの数値は無いが)を考慮

に入れても,到底,屑鉄需要を100%満たすに

は程遠 く,常にかなりの屑鉄の輸入が不可欠で

あった｡

DDRにおいて新屑鉄のみでは屑鉄需要を満

たすことはできない｡1950年代の銑鉄生産量の

増大は屑鉄不足を深刻なものとした｡屑鉄供給

量は1952年 86万6000t, 1953年 92万6000tであ

る115)｡1952年には屑鉄の総ぞらえが行われたが,

屑鉄需要を満たさなかった｡このような逼迫

状況は MaxhtitteUnterwellenbom と Eisen-

htittenkombinatOst (EKO) を屑鉄使用禁止

にまで追い込んだのである116)｡

DDRにおいて経済的に重要なのは回収屑鉄

Sammelschrottである｡1970年には回収屑鉄の

合計は屑鉄発生総量の58%を占めていた117)｡

112) JungeWelt(1970.7.17)

113) GBI.Ⅰ.1981,S.23.
114) StatlStlSCheSJahrbuchderEISen-andStahllndustrZe,

1960. S.94.,1970.S.60.,1975.S 48.,1980.S.48.,
1984 S42

115) StahlundEISen,1954,S1322

116) StahlundElSen,1953,S.1138
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図12 製鋼屑鉄の割合 (BRD)

1950 60 70 80 8

4年 度(資料) stattslischesJahγb

uchderEISe}…ndStahlmdustrte,1960,S.94

.,1970,S.60..1975,S.48.,1980,S.4

8.,1984,S.42.このいわゆる退蔵屑鉄 Ha

ushaltsschrottを集めるために

は,過去に何回もの屑鉄回収運動が開始され,

この回収屑鉄に対しては国家が決定した価格が

支払われている｡ その他にも個人やグループに

よる屑鉄回収が展開され,回収活動の向上のた

めに回収屑鉄購買価格が大幅に吊り上げられた (19

70年7月17日)(表22)｡DDRに

おいては屑鉄全体に占める新屑鉄,古層鉄,

回収屑鉄の割合の変化は大きい (表23)｡既述

した通 り,著しいのは新屑鉄の減少である (1970年の37

.4%から1988年の28%にまで後退)｡

このことは古層鉄 (古 くなった使用不能な機械

,設備,工具など)が屑鉄供給の危機的状況の改善に必要とされる程には回収さ

れていなかったことを意味する｡製鋼方法の

変動と連続鋳造設備の普及の結果,ますます製

鋼屑鉄は減少していく｡ しかし,電炉の装入原

料として屑鉄は必要とされる｡そこで BRD

は屑 鉄 代 替 の海綿状 鉄 Eisen-schwammの開発と生産に成功してい

たがDDRでは成功しなかった｡海綿状鉄

の生産は高炉ではなく,溶銑炉,回117) DieWlrtSChaft,1979,S115. 43表22 D

DR回収屑鉄購買価格 (M/kg)

1970年以前 1970

年以降鋳 物 屑 4.7

0 10.00鉄 屑

3.20 6.70板 金 層 2.70 5.00(資料) JungeWelt(1970.7.

17.)表23 DDR新屑鉄､古層鉄､回収屑鉄割

合 (%)1970年 1

988年新 屑 鉄 37.

4 28.0古 層 鉄 4.6 5.0回収 屑 鉄 58.0 67.0(資料) D

IW,1985,S160/Wbrterbuchderbkonomle,SogIallSmuS,Neuausgabe,1

989,Berlin,S･817.転

炉において石炭,コークス,石油,ガスを使用

して低温で行われる｡ 生産された海綿状鉄は電炉で製鋼され,海綿状鉄と屑鉄の装入は屑鉄

の価格変動に

屑鉄の装入割合を対応させることによってコス ト

の安定をもたらすことになる118)｡B

RDにおいて海綿状鉄は電炉製鋼所で屑鉄もしくは銑鉄の代替品として加工過程

に投入されていたが,生産は中止された｡その

原因は石油と天然ガスの価格高騰である｡DDRにお

いて海綿状鉄の投入の最初の試みが行われたのは1970年代末であった119

)｡製鋼圧延工場,"WilhelmFlorin

"Hennigsdorfはその屑鉄不足を補うためにFirmaKorf製の海綿

状鉄を Hamburg

erStahlwerkeから購入したのである12

0)｡3 屑鉄の貿易と消費BRDの

屑鉄貿易は1960年代の一時期を除いて常に輸出が

輸入を上回っている｡ 例えば1984年を例にとると輸出は 330万t,輸入は 170万t118) Burger,K
.,1978,Entwicklung,StrukturundProblemderEi

senmetallurgleim EWG Bereich.- In:Zelt-schrlftfurden E7-dkundeuntemchtJg.30

,Nr.10,377-386,Berlin(Ost).,S381.119) Hoff,

H.G:DleEisen-undStahllndustrlederDDR(=Bericht ijber die StudzenrelSe 1978 deS ECE-

StahlkomlteeS)
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表24 DDR屑鉄輸入量

1974年 396000t 1975年 348000t 1976年 541000t1977年 496000t
(資料) Hoff,H.G.(1978):DieEiSen-andStahllndustrlederDDR (=BerlChttiberdleStudien-

relSe1978desECE-StahlkomlteeS),Dtisseldorf,Tab.1,S10.

表25 BRD以外の資本主義諸国からDDRへの屑鉄輸出 (Hamburg経由)

1970年 不 明 1971年 3204t 1972年 不 明 1973年

不 明1974年 1250t 1975年 2388t 1976年 4154t 1977

年 2725t1978年 31347t 1979年 42965t 1980年

不 明 1981年 不 明(資料) p16tz,Pu.Richert,R.,DDR-TransituberHamburg,Hamburg,1983,S.38,

39.である121)｡DDRの屑鉄貿易

は輸出は殆ど無く,輸入は1952年 87000t,1953年 2

34000tを記録している122)｡それ以後20年

間,輸入量に関する数値は不明である｡ しかし,1

974年以後の資料は屑鉄の輸入の増加を示している

｡ただし,1970年代末の輸入量は屑鉄需要

の約12%を占めていたに過ぎない123)｡表24は1

970年代のDDRの屑鉄輸入量

の推移を示したもである｡資本主義諸国から

DDRへの屑鉄輸出のうちHamburg経由の資料 (表2

5)があるが,1979年の輸入量は相当な

ものである｡ よって,非社会主義諸国の常に変動

する屑鉄市場が,DDRの屑鉄に一定の影響

を与えていたと言えよう｡1960年のDDRの

屑鉄輸入とその国別構成に関しては殆ど知られ

ていないが,ソ連からの屑鉄輸入協定がDDRとソ

連との間で1959年に初めて締結されている124)

｡これによって1960年にソ連から屑鉄が 10,4000t

輸入されている125)｡さらに1960年代に

おいて屑鉄に関してもドイツ内交易がある程度

の役割を果たし始めていたと言える｡ DDRか

らBRDへの屑鉄の移出は1970年には 60,000t

を幾分上回っており,少量ではあったが見過

ごされてほならないもので121) StatwtlSChesJahrbuchderEJ∫en-undSta
hlinduStrle,1985

,S.54,55.122) StahlundElSen,19

54,S.1322.123) Hoff,H.G
,a.a.0.,S.2.124) Zauleck,D.,1959:10JahreDeutscheD

emokratischeRepubllk.10JahreEISenindustrie.-In

INeueHhtteJg･4,Nr.9,S.522,B

erlin(Ost))125) StatlStlSCheSJahrbuch1969derDDR,S300-312. あった｡そしてまた19

60年代にはソ連からDDR-の屑鉄輸出が増大し

ており,1964年には158,000t,1967年には 198,0

00tであった126)｡1984年にBRDは 1,75

6,000tの屑鉄を輸入している｡ その中で,オ

ランダ が 614,000t(35%) フランスが 259,00

0t (15%),英国が220,000t(12.5%),

ベルギー/ルクセンブルクが 218,000t(12.4%),デン

マークが 204,000t(11%)であった｡こ

れら5カ国で全体の85%以上を占めている｡19

84年にBRDからの屑鉄の輸出は約 330万t

であり,輸入量の約 2倍である｡その中でイタリアが 1,67

0,000t(51%)であり,最大の部分

を占めている｡ 続いて,ベルギー/ルクセンブルクが 568

,000t (17%)を占めている｡ よって

BRDからの屑鉄輸出のほぼ70%をこの2国が占めて

いたことになる127)｡DDRは原則とし

て屑鉄を輸出していなかった｡しかし,1984年

にはドイツ内交易の枠内で少量ではあるが 10,36

4tをBRDに移出している｡また注目すべきことに

,1984年にDDRはベルギー/ルクセンブルクか

ら屑鉄を 117,500tも輸入している｡ その他の輸入諸国に関す

る資料はない128)｡屑鉄使用量に関し

ても両独間には大きな相違があった｡BRDに

おける鉄鋼業への屑鉄投入量は,年度によって大き

な差があるが (図13),最高は1974年であり,2

150万t以上に達した｡126) Ebenda.

S.300-303.127) StatlStlSCheSJahrbuchderEZ∫en-andSta

hllnduStrle,1985,S.54,

55,74,124128) StahlundEISen
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図13 DDRとBRDの屑鉄使用量

- BRD

一一

一DDR /

＼∧ ～¶ メ.一一/

/一一■ 1III///一′

// ヘ＼/

′/′ / し′//1950 60 70

80 84年 度(資料) StattstZSChesJahrb

uchderElse- ndStahlindu-st,te,1956-62,1972-1985.各年統計数

値｡それ以後,急減 し,1982年に屑鉄投入量は

1350万tにま

で落ち込んだが,1984年には幾分回復し

ている｡現在に至るまでDDRの屑鉄使用量はB

RDのそれを下回っている｡ すなわち,250

万tを少 し上回る量か ら漸増 し,1981年には

ほぼ1000万tにまで達していた｡

しかし,それ以後700万t程度にまで減少して

いる｡次に銑鉄生産への屑鉄の投入量をみると,

BRDでは1950年には200万tを少し上回る量

の屑鉄が投入されていたが,以後減少し,198

4年には約40万tのみが投入されている

｡DDRに於て 銑鉄 1tの生産に投入される屑鉄量は1977年には 66kg

であ り,1983年には 77kgであった129)｡129) Hoff,H.G.aa.0,,Tab.
2,StatzstlSCheSJahrbuchderElSen-undStahlzndustrle,

1985,Wirtschaftsverein1-gung Eisen-und Stahlindustrle (Hrsg)

,Dusseldorf,1985,S79. 図14 粗鋼生産炉別の屑鉄投入量 (BRD)45八 - S,M鋼一一

一一酸素

鋼一一--トーマス鋼一一一 電炉鋼,1Il∧ >I ー 1,I,,' ttttlJ,,-

Ill/I 一∫∫ ′1′lI/上/tJ/-

/■J∫/∫ ′ ′∫ /∫ /∫.I /ハ ノ′

､∫∫.∫.′′〟′′/′-ノ /′ // ∫ ′＼一/////_I--:{'Jー~~一-
--∫ / // /′′′---/ /-/.-- __､′

′ ■､-■､､-1

1950 60 70 80 84年

度(資料) statlSttSChesJahrbLIChderE

iseナ…ndStahltndustrte,1984,S.

24.両独において結局,大部分の屑鉄は

粗鋼生産に投入されてきたのであり,租銅生産方法に

よって屑鉄の投入量は著しく異なる｡ BRDに関 しては図14に見る通 りである｡Siemens-

Martin炉にとって屑鉄は重要性を増し,その投入量は

急増し1960年代中期にピークを迎えている｡ そしてSiemens-Martin炉の漸減に従

い,屑鉄需要も確実に減少していった｡こ

れに対して酸素鋼炉の屑鉄使用量は1970年代中期がピー

クであるが,鉄鋼業全体の停滞を反映 してSiemens-Martin炉による使用

量のピークには遥かに達していない｡これに対

して電炉における屑鉄使用量は一貫して増大して

いる｡次にLD転炉における屑鉄投入にとっ

て重要なのは屑鉄価格と屑鉄在庫量である｡



46

屑鉄供給源

屑鉄受理

屑鉄選別

調査と研究 第8号 (1995.4)

図15 DDR 屑鉄の回収 ･選別 ･使用の流れ

‡金属加工業 l 金属製造業 住 民 廃棄屑鉄回収 輸 入

新屑鉄 古層鉄 還流屑鉄 回収屑鉄 回収屑鉄 輸入屑鉄

･

積(経直接輸送部門 受理 み荷部門営体) 受理部門(経営体) 買い集め部門(コンビナート) 受理部門(経営体)

選別部(金属加工糸

l

l↓

主体) 妻

選別部門

(冶金業経営体)屑鉄使用の金属鋳造経営体(資料) schofer,W∴Beltr

agZurVervollkommnungderLeitungundPlanungdesErfassungprozessesYonmetal-1ischenSekundarrohstoffeninderVolkswirtschaftderDDR.Dssertation1981,BergakademieFr

elberg.できるからである｡ このことはある程

度まではSiemens-Martin炉にも該当す

る｡ DDRとBRDと比較できる数値は,粗鋼 1t

当りの屑鉄使用量である｡1970年代中期に

BRDでは粗鋼 1t当りの屑鉄使用量は350

kgであり,DDRでは 750kgであった130

)｡ DDRの粗鋼1t当りの屑鉄使用量は

BRDの場合の2倍以上であったことは1980年代末まで一貫 していた131)｡ この原因は,DDRの粗鋼生産量

は少ないのであるが,その粗鋼生産に占める電炉と130) G6tz,J.,DieRohstoffwirtschaftderDDR (verviel

-faltigtes Manuskriptdes Gesam

tdeutschen InstitutsBonn),Bon

n,1980,S.61.131) 1951年のザー

ルラントにおける粗鋼 1t当りの屑鉄使用量は218kgであり,BRD の場合は439kgであった｡/ Siemen

s-Martin炉の割合がBRDの場合より

も一段と高いものであったこと,さらに連続鋳

造 StrangguLS設備の少なさが屑鉄投入量を多くしたことに

ある｡次にDDRにおける屑鉄の回収 ･選別 ･

使用の流れを図15で示しておく｡ 新屑鉄供給

量は還流屑鉄 (Rticklaufschro

tt:冶金過程で発生する屑鉄)量以外の2つの要

素からも影響を受ける｡つまり冶金過程以外の部門にお

ける鉄鋼使用量と金属加工業における金属使用量である｡ 圧延鋼に占める屑鉄の割合は鉄骨8.5%,造船 9%,

農業機械20-22%,自動車27%,工作機械35%＼ StahlandEISen,1952,

Jg.72,Nr･23,S･149211498,Dus
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とされていた132)｡

ⅤⅠ 旧DDR鉄鋼業の再出発

1990年3月 1日のDDR議会における ｢人民

所有財産の信託公社的な運営の為の公社設立に

関する決議｣に基づ き,人民所有財産の株式会

社 もしくは有限会社への転換業務の遂行組織 と

して ｢信託公社｣(dieAnstaltzurtreuh畠nde-

rischen Verwaltung des VolkselgentumS:

Treuhandanstalt)が設立された｡民営化される

企業の課題は,①人員削減 ②中核以外の事業

部分の削除 ③需要停滞 に対応 した生産調整

である｡

また IGMetalは,DDR製鋼所の重要性

に鑑み,1990年末 に東 ドイツ鉄鋼業協議所

(BeratungsbdroftirdieEisen-undStahlindu-

strieinOstdeutshland)を設立 している｡ その

任務は,①企業近代化の指摘 ②地域経済発展

の可能性の分析 ③労働市場政策導入の提案

であった133)0

Treuhandanstaltは 1991年 中期 に旧DDR

鉄鋼業の将来の展望を発表 した｡その主なもの

は,①Siemens-Martin炉工場の閉鎖による鉄

鋼生産能力の削減 ② 5-6の製鋼所を原料屑

鉄向けに拡充 ③vEB製鋼 ･圧延工場 Bran-

denburgとVEB製鋼 ･圧延工場 ,"Wilhelm

Florin"Hennigsdorfの 最 初 の 民 営 化 と

EisenhOttenstadt,Gr6ditzFreital134)の原則 的

存続 である｡

この方針に基づいて MaxhdtteUnterwellen-

born(Thiiringen)は1992年 7月に鉄鋼生産を

停止 している｡ この最後の高炉の湯出しによっ

132) Schofer,W∴ Beitrag zurVervollkommnung der

Leltung und Planung des Erfassungprozesses yon

metalllSChenSekund畠rrohstoffeninderVolkswirtschaft

derDDR DlSSertat10n1981,BergakademleFrelberg.

133) Iioffmann,R/Kluge,N./Llnne,G./Mezger,E (Hrsg.),
Probkmstart:PolltlSCherandsozlalerWandellnden

neuenBundesldndern,K6ln,1994,S.219.

134) StahlundElSen,1992,Nr.3.,S.26 短期間で民営化
された特殊鋼 GmbHFreitalは棒鉄工場を1つ新設;
StahlundEISen,1994,Nr.8.,S35,36.棒鉄工場用の

部品,圧延ローラに必要な主要原動機と自動化製品を

SlemenS,Erlangenに発注｡

47

て約120年間続いた東部 Thhringenの製鋼所の

粗鋼生産は終わ りを告げたのである135)｡

このような積極的な民営化の動 きの中で,

1991年に WirtschaftsvereinigungStahlは旧D

DR鉄鋼業に関して次のような消極的コメント

を発表 している｡ すなわち,｢新連邦諸州の非
工業化 EnトIndustrialisierungには反対である｡

このことは製鋼所に対 しても言える｡ 社会政策

上の配慮がなされなければならない｡ しか し,

不採算企業の継続を決定すべ きではない｡｣さ

らに ｢EKOにおける熱間圧延工場建設の前に

現在の生産能力を検証すべきである｡｣136)｡

このように旧DDR鉄鋼業の将来構想の間に

は著 しい相違があり,各製鋼所の存続が必ず し

も当然とされていないのである｡ ともあれEK

Oに関する決定は重大である｡ というのは旧D

DR鉄鋼業の生産能力の40%以上がEKOに

よっていたからである｡ EKOの閉鎖は旧DD

R鉄鋼業の粗鋼生産能力を約150万tに減少さ

せることになる｡ よって,EKO-StahlAG

の存続と強化の問題は,旧DDR鉄鋼業の将来
を占う試金石である｡

1 KruppStahlによるEKO-StahlAGの民営化

計画と頓座

Treuhandanstalt管 理委 員 会 (Berlin) は

1992年2月27日にEKO StahlAG,Eisen-

h山tenkombinatの民営化に関する基本計画を

発 表｡ そ の 大 筋 は Krupp StahlA G

(Bochum)によるEKO StahlAGの民営化

計画である｡KruppStahlAGによる民営化の

条件は,①現在の冷間圧延工場の近代化 ②電

炉製鋼所の新設 ③熱間広枠鋼帯設備の建設

である｡ この条件の実現の前に次の措置が予定

135) StahlundEISen,1992,Nr.8.,S.26.高炉,製鋼所,
インゴット工場など従業員860名が失職｡信託公社はそ

のうち約300名を2年間 MaxhiitteUnterwellenbom の
解体残務処理に当てる計画｡形鋼製造工場 (従業員620
名)は1992年 3月に AbredSA に移管 (StahlzLnd
EiSen,1992,Nr.4.,S.18)0

136) Vondran,R.,ZurNeuStrukturlerungderStahllndu-

St7-1eZndenneuenBundeSldndern(am BeispielEisen-

huttenstadt),Dtisseldorf,1991,S.3.
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されている｡ すなわち,①KruppStahlAGは

EKOStahlAGの民営化資金を100%引き受

けること (参その後にEKOStahlAGの兄弟

工場,すなわち,冷間圧延工場と半製品製造工

場を新設すること137) である｡ 冷間圧延工場

新設の目的は,現在の過渡期的な租銅生産を継

続し,新たな自前の熟間広枠鋼帯の生産しつつ

ち,他方で冷間庄延生産を継続することにある｡

過去2年間の大幅な人員整理の後にもEKO

StahlAGはまだ約5750名の従業員を抱えてい

る｡ これらの従業員は,一旦,KruppStahlA

Gが引き受け,将来 2年間で KruppStahlと

EKOStahlとの協定に基づき,EKOStahl

AG首脳部が決定する適正人員数の計画に沿っ

て更に削減される予定である｡ 冷間圧延工場の

従業員数は1200名を維持し,そして粗鋼生産と

熱間広枠鋼帯生産のために1600名の従業員を予

定している138)｡

続いて,共同決定問題 と人事問題に関する

IGMetallとの意思疎通が計画された｡そし

て Eisenhtittenstadt品質向上センター設立に

は KruppStahlとEKO Stahlの各25%の参

加が予定されていたのである139)｡

その間の1992年 2月にEKOStahlAGは,

137)StahlandEISen,1992,Nr.3.,S.22.新設の EKO-袷

間圧延工場 GmbH は 3億 5千万 DM の長期投資に

よって近代的な技術水準を達成する予定である｡この投

資は KruppStahlなどによって行われる｡新設の半製

品製造工場 GmbH に対 しては EKOStahlAG (つま

り,将来は KruppStahl)が資金の50%を負担し,1992

年 1月1日迄に企業管理も行う予定である｡半製品製造

工場 GmbH への投資に関して技術上,財政上の諸問題

が解決されるまでは,資金の50%は当面は Treuhan-

danstaltが負担する｡積極的投資の決定次第,Krupp

Stahlは1993年 1月 1日迄に EKO 半製品製造工場

GmbH の残 り資金の50%も負担する｡1991年の冷間圧

延工場の稼働率は80%であり,35万tの板金と帯鋼がロ
シアに輸出されている｡

138) StahlundEisen,1992,Nr.3.,S.28.KruppStahlAG

の構想によると Eisenhtlttenstadtにあらたな工業部門

を設置し,上記の2800名に加えて1000名の雇用創出の予

定である｡新たな工業部門というのは,環境,リサイク

ル,鉄鋼サーヴィスセンター,機械設備材製造,製品輸

送センター,鋼管製造,技術と方法開発センター,建設

業である｡

139) Ebenda,S.28

冷間圧延工場の近代化のために総計 2億 4千万

DMのクレディットの受託契約を Kreditan-

staltfurWiederaufbau (K fW)との間で調

印している｡ その契約内容は,① ドイツ6銀行

からなるコンソーシアムによる2億500万DM

の拠出,石炭鉄鋼 ヨーロッパ共同体 EuroI泊I

ischeGemeinschaftfdrKohlundStahl(EG

KS)による3500万DMの拠出 ②12年間クレ

ディット (彰3年間における冷間圧延工場設備

の近代化,高級特殊鋼製品の割合の増大,可鍛

化プロセスの技術改良 であった140)｡

1991年12月3日にTreuhandanstaltは次のこ

とを公告している｡ すなわち,①EKOを一つ

の統合された製鋼所と圧延工場として維持する

こと ②EKOには熱間圧延工場 Warmwalz-

werkが不在なので,EKOの民営化を引き受

ける企業は完結した生産サイクルの建設に巨大

な投資を行わなければならないこと である｡

これに対するKruppStahlの反応は,技術的

空自は薄板圧延鉄塊鋳造 DiinnbrammengieLS

設備の建設によって埋められるとするもので

あった｡

また,KruppStahlは当初から二つの留保条

件を提示している｡ すなわち,①良質板金生産

の薄板圧延鉄塊鋳造設備建設の技術的経済的な

可能性の検証｡この設備の場合,新たな技術が

重要となる (参薄板圧延鉄塊鋳造設備と電炉製

鋼所の建設に対するKruppStahlの見積は約

七億五千万DM であった｡

そ して TreuhandanstaltとKruppStahlは

1992年の3月から9月迄,資金不足解決の契約

内容を検討し,各種の資金モデルを提示し,そ

の前提条件を吟味 したが,結果として,Krupp

StahlAGは 1992年10月末にEKOStahlA

Gの民営化から退くことになったのである141)｡

140) Ebenda,S.28.

141) StahlundEiSen,1992,Nr.12,S.18.1992年10月末

Treuhandanstalt(Berlin) と KruppStahlAG (Bo-

chum)によるEKO-StahlAGの民営化中断に関する共

同会見｡
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2 イタリアの Riva-KonzemによるEKO Stahl

AGの民営化の計画と頓挫

KruppStahlの撤退によってEKO StahlA

Gの民営化は困難な様相を呈し,その再建が危

ぶまれる中で,1993年6月にEC委員会は中立

の鑑定社 Coopers&LybrandにEKOの鑑定
を依頼した｡その結論は,①EKO Stahlには

再建しか残されていない (参薄板圧延鉄塊鋳造

設備の建設は技術的に可能である (丑小規模製

鋼所としては赤字を出さず,将来は競争力をつ

けて黒字になろう であった142)｡

さらに,EC委員会は1993年 12月にEKO

の存続に同意したが,その後 Treuhandanstalt

(Berlin)管理委員会もEKO StahlAGを民営

化の典型とすることに賛成した｡それを契機と

して,1994年 1月にイタリアの Riva-Gruppe

によるEKO StahlAGの民営化計画が浮上し

てきた｡その内容は,(∋民営化資金の60%を

Rivaが引き受け,40%は Treuhandanstaltが

負担すること ②EKO StahlAGの必要投資

額は11億DMであり,その投資は第一に熱間広

枠鋼帯工場の建設,次に冷間圧延工場と高炉の

近代化にあてられること ③投資額11億DMの

うちTreuhandanstaltが3億 5千万DM,Riva

が4億 5千万DM,Brandenburg州が3億D

Mを拠出すること (彰雇用契約に基づいた約

4100名のEKO StahlAG の従業員を約3100

名にまで削減すること であった143)｡

そしてRiva-Konzernのこのような積極性に

対し,1994年3月にTreuhandanstalt管理委員

会は,RivaへのEKO StahlAG 設備40%の

売却 (将来は100%)に賛成している｡ この売

却にはいくつかの前提条件があったが,いずれ

もRivaによって満たされたのである｡ すなわ

ち,①Treuhandanstaltに対するRiva側の営

業決算表の通知 ②EKOの共同決定制度に対

するRiva側の賛成 である144)｡

142) StahlundEtSen,1993,Nr,7.,S.18.

143) StahluTZdElSen,1994,Nr.2.,S,34,

144) StahlLLndEisen,1994,Nr4.,S.16 その他の条件は,
① 1994年 5月 1日に EKO-StahlAGは GmbH /
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ところが,Riva-Konzern による E K 0

StahlAGの民営化は最後の瞬間に破綻したの

である(1994年5月)｡当事者はその主要原因と

して,将来の監査会人事を巡る意見の対立を上

げている145)｡

さて,EKO Stahlの株式会社 (AG)から

有限会社 (GmbH)への改組であるが,それ

は1994年6月に実施されている｡ 現在の首脳陣

は,Dr.Hans-JoachimKruger(取締役社長),

Dr.Ing.KarlD6ring (取締役,技術部長併任),

Ing.EckhardtHoppe,Hans-PeterNeumann

である｡ そして同時期に新監査役会も設立され

た146)｡Riva側とEKO側とがその人選を巡っ

て鋭く対立したように監査役会は強力なもので

あり,GmbH首脳の人事移動を直接に指令で

きたのである｡ その監査役会はKrupp-Hoesch

StahlAG前取締役 Dr.H.J.Krdgerを取締役

社長に任用し,またEKO StahlAGの前取締

役社長 K.Dr6ringを技術部長併任の取締役に

任命している｡

その間に,連邦政府とTreuhandanstaltは,

EKO-StahlGmbHに対する必要な資金援助

が民営化努力の失敗後 (Riva)においても継

続されることをEC委員会に要請している147)｡

＼に組替えされる予定 (実際には1994年6月に改組)で
あったがその前にRivaの営業決算表が検証され,
Treuhandanstalt管理委員会に再度提出されなければな
らないこと (参RivaはそれまでにEKOの新首脳陣容
を発表しなければならないこと ③民営化に伴う補助金
の管理は現在のところTreuhandanstaltが行うことで
あった｡

145) StahlundEISen,1994,Nr.6,S.34 その詳しい内容
は明白にされていない｡EmilioRivaは現協約の無効を
宣言し,今後の交渉を拒絶｡

146) StahlundEISen,1994,Nr.8,S.34 その構成はDr.
HansKr左mer(Treuhandanstalt理事長),Wolfgang
Tantow(Treuhandanstalt理事),VolkerFarber(同),
RpbertUdoDreher(同),Dr.PeterBreitensteln(連邦
経済省),RainerBarcikowskl(IGMetall,Dtisseldorf),
ElisabethFranke(EKO経営評議会),BerndKoop
(EKO設備建設･経営評議会議長),WolfgangRamth-
un(EKO経営評議会議長),Ho∫stWagner(IGMetall,
Berlln),RalnerWerner(Eisenhtittenstadt市長),Her-
nerWolter(弁護士,Berlin),Dr.HansApel(前連邦
閣僚)である｡

147) Ebenda,S34. この要請が必要であったのはヨー
ロッパ委員会がEGKS援助法第6条による援助手続/
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さらに,Treuhandanstalt管理委員会は1994年

7月末にEKOの支払能力確保のために5000万

DMの資金援助の追加を認可したのであった｡

3 旧DDR鉄鋼業の民営化の課題

鉄鋼業の特徴の一つは消費財の直接生産が少

ない生産部門であ り,他の経済分野との密接な

関連性にある｡ この関連があればこそ鉄鋼業は

百年以上にわたって工業発展の心臓部であり続

けたといえよう｡ そしてDDR鉄鋼業は特に投

資財生産工業と建設業に連結していた｡すなわ

ち,圧延鋼の39%が機械製作,18%が建設業に

使用されたていたのである148)｡よって旧DD

R鉄鋼業の将来も統一 ドイツの経済全体の将来

と結びついているのであり,過度の楽観主義は

有り得ない｡

旧DDR鉄鋼業の将来の見通は旧BRD製鋼

業の傾向と相互関連している｡旧BRD鉄鋼業

は今後十年間にさらに合理化が進められ,製鋼

所の整理が行われ,全体として従業員数は約17

万から10万に削減されよう｡ また着目すべきは,

目下旧BRD鉄鋼業の操業度はその生産能力の

80%以下であり,これを7%上昇させるだけで

旧DDR鉄鋼業の1991年生産量 340万tを埋め

ることができるのである149)｡

そして旧DDR鉄鋼業の残存がかかっている

現在の重要問題は,旧DDR鉄鋼業が旧DDR

内で発生する需要の充足に参加できるかどうか

である｡ 企業間市場競争による相互排除はマク

ロ経済の宿命の裏面である｡旧DDRの経済的

衰退の阻止にはDDRに対するBRDからの巨

額の資金援助が行われているが,旧DDR経済

の衰退は旧BRDの競争企業にとっては市場競

争による相手企業の排除の成功を意味しており,

旧DDR企業に寄せられるはずの需要はその大

部分が旧BRD企業に流れていくことになる｡

＼き義務を決定したことによる｡

148) HelmutWienert,DieStahllndustrielnderDDR,

GutachtenimAuftragdesAuftragBundesministersfur

Wirtschaft,Essen,September,1990,S.35f.

149) Hoffmann,RノKluge,NノLlnne,GノMezger,E (Hrsg.),
a.a.0.,S227.

つまり投資財生産工業,そしてその投資財の供

給に結び付いていた旧DDR鉄鋼業は,旧DD

Rにおける投資財需要の急激な増大に対して極

めてわずかの部分にしか参加できない｡よって

旧DDR鉄鋼業はその構造的な欠陥とは無関係

に益々衰退していくことになる｡ しかも設備近

代化による赤字の増大があり,この赤字は投資

の増大によって克服されるという悪循環に陥る

のである｡

このような基本問題はDIWがすでに指摘し

ているところである｡すなわち,｢旧連邦諸州

の製鋼所の過剰生産力はすでに鉄鋼需要の停滞

に直面している｣,｢よって旧DDR鉄鋼業の将

来は企業間の市場競争においてそれがどの程度

にまで持ちこたえられるかという問題にかかっ

ている｣150)｡

次にマクロ的に見れば,全てのドイツ鉄鋼業

の発展はその過剰生産力と市場の狭隆化という

二つの事実関係によって長期的に規定されてい

る｡ 従って,民営化によって旧DDR鉄鋼業の

長期安定がもたらされることにはならないだろ

う ｡

ⅤⅠⅠ 終 章

DDRコンビナー トは,西側には見られない

その生産の幅の広さ,深さを特徴としていた｡

すでに見てきたようにDDRは ｢殆ど全種類の

製品の自国生産を目指し｣151)てきたのである｡

そして鉄鋼コンビナー トも殆ど全種類の製品の

生産を試み,修理,機械製作,輸送などの各企

業vEBを所有していた｡他のVEBとの協力

には多くの障害があり,自前企業の所有によっ

て全ての関連製品の生産を目指したのである｡

コンビナー トのこの傾向は社会全体からみた場

合,分業の後退という結果になりがちである｡

このような構造の人民経済は大幅な労働生産性

の発展を不可能にする｡ それは次のような結果

150) DIW:DleMarktversorgungderehemallgenDDR

mltEISenundStahl,Berlln,1992.S118.

151) Priewe,J,Hickel,R.,DiePrelSderElnheit,Frank-
furt,1991,S186.
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につながった｡すなわち,1980年代においてD

DRでは圧延鋼生産の従業員数は2.5%増加し,

生産量は18%の増加である｡これに対してBR

Dでは従業員数は41%の減少であり,生産量は

4%の増加だったのである152)｡

DDR鉄鋼業は鉄鋼加工業と屑鉄供給に秀で

ていた｡屑鉄の徹底的使用は電炉の長期使用に

現れている｡ DDR鉄鋼業は国内屑鉄に大きく

依存し,生産設備は屑鉄使用向けに改善されて

いた ｡

さ らにDDR鉄鋼 業 の高炉 の主流 は

Siemens-Martin炉であったが,これは電炉に

比べて旧式である｡ コークスも鉱石も主にソ連

からの輸入であった｡これは輸送と積み替えの

費用を必要とする｡ そしてまた,これらの鉱石

の純度がDDR鉄鋼の質の問題につながった｡

世界市場からの良質鉱石の輸入は高くつくので

結局,低価格鉱石が代用された｡そして石炭と

鉱石の輸入に際し重要なのは水深の深い港湾で

ある｡ しかし,内陸にあり,水深に限度がある

河川を利用しているDDR鉄鋼業の輸送コスト

はすでにこの理由からも不利であった｡

DDR鉄鋼業の弱点にはこのような搬入コス

トと並んで企業間輸送コストの高さがある｡ D

DR鉄鋼業のコンビナー ト企業は地理的に分散

しており,輸送コス トを考慮 したものではな

かった153)｡ VEB鋼管コンビナー トRiesaの

主要な各経営体は中部 ドイツの鉄鋼業の伝統的

な地域にあって比較的近距離にあったが,他の

二つの鉄鋼コンビナートの各企業はDDR全域

に分散していた｡市場経済からみた場合,この

152) HelmutWienert,StahlinduStrleinderDDR,Essen,
1990,S.84

153) KlausOppermann,KlausBlessing,a.a.0,S.55.
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地域政策上の分散は輸送コスト増大という点で

コンビナートの企業競争力の衰退に繋がったの

である (図5参照)｡

DDR鉄鋼業の生産技術の停滞は旧式と新式

の設備の併用に一原因があった｡新旧併用の極

端な実例が EisenhuttenkombinatOst(EKO)

である｡ ここでは旧式高炉設備が新式圧延設備

と併用されていた｡

またDDR鉄鋼業製品の質の悪さは嘆きの種

であったが,その一原因は熱間広枠帯鋼の不足

であり,この帯鋼はソ連からの輸入に頼ってい

たのである｡ 帯鋼の不足は製品品質のばらつき

をもたらし,結果として冷間圧延製品品質の低

下につながった｡DDRは製品を3段階に品質

区分し,"Q"製品を世界市場に通用するもの

としたが,これが実際に西側のトブプクラスの

工業国で通用するとは限らなかった｡それでも

Q製品の割合は Qualitats-undEdelstahlkom-

binatでは35%,Bandstahlkombinatでは14%,

Rohrkombinatでは23%であった154)｡さらに

DDR鉄鋼業における特殊鋼の生産量の少なさ

はDDR鉄鋼業の脆弱性の現れであった｡その

原因は外貨事情による合金輸入の困難にあった｡

なにはともあれ,1936年当時のDDR地区と

BRD地区に該当する領域の生産と産出量の比

較は,石炭 3.0:97.0,銑鉄 1.6:98.4,粗

鋼 7.6:92.4であった事を思い起こせば (衣

1),その電炉と酸素鋼炉の近代化に見られたよ

うにDDR工業の努力過程は並大抵なものでな

かったことは本稿の事実分析によって銘記され

よう｡

154) StahlberatungsstelledesMinlSterlumfurErzbergbau

(Hrsg.),MetallurgleandKall,S4,



52

llt･

調査と研究 第8号 (1995.4)

DDRの三大冶金コンビナー トの生産内容と従業員数 (1988/89年)

高級特殊鋼コンビナー トQualit云ts-undEdelstahlkombinat (従業員総数 33723)

① vEB製鋼 ･圧延工場 Brandenburg(従業員数 8975)

主要製品 :形鋼 profilstahl,圧延針金 walzdraht

12 Siemens-Martin-dfen:1950年設置 :一基生産量 175t:年間生産量 200万t

2 アーク (放電)炉 Lichtbogenbfen:1980設置 :Danieli製 :1基生産量 135t:年間生産量 80万t.

1 鍋 (パン)炉 pfannenofen:1989年設置 :Leybold製 :1基生産量 150t.

2 棒鋼連続製造装置 KndppelstranggieLSanlagen:1980年設置 :Danieli製 :1基8レーン:棒鋼 100-120

mm平方 :年間生産量 80万t.

1 インゴット/ブルーム圧延工場 Block/Brammenwalzwerk:1962年設置 :sket製 :年間生産量 250万t.

1 棒鋼半製品製造レーンKniippel-u.HalbzeugstraLS:1953:Sack製 :年間生産量 75万t.

1 ワイヤ製造レーンDrahtstralie:1981:Sket製 :他に4基の針金連続製造 レーン:直径 5.5-10.0mm,

年間生産量 77万t.

1 細ワイヤ製造装置 Drahtzieherei:直径 0.9-6.5mm:年間生産量 2万t.

圧延第2工場 Kirchm6ser

l 厚鉄板製造レーン (幅2580mm)

② VEB製鋼 ･圧延工場 ,"wilhelmFlorin"Henningsdorf.(従業員数 8707)

主要製品 :形鋼,コンクリー ト鋼 Betonstahl,ステンレス鋼 Blankstah1

3 Siemens-Martin-dfen:1基生産量 100t:年間生産量 50万t.

5 アーク (放電)炉 :1971設置 :135t生産量3基 (Demag製),40tl基,20tl基 :年間生産量 80万t

2 棒鋼連続鋳造装置 :1971年設置 :Demag製 :1基4レーン:棒鋼 100-110mm平方 :年間生産量 60

万t

l インゴット/半製品製造レーンBlock-undHalbzeugstraLSe:年間生産量 70万t.

1 中型形鋼製造 レーンMittelprofilstraLSe:6構脚 :直径 33-75mm:年間生産量 30万t.

1 精密鋳鋼製造 レーンFeinstahlstrafie:11構脚 :直径 10-21mm.年間製造量 20万t.

1 精密鋳鋼製造 レーン:1977設置 :Sket製 :連続生産レーン,27構脚,直径 8-45mm,年間生産量 65

万t.他に直径 8-30mm用の製造レーン2基.

1 ワイヤ製造レーン:直径 10mm未満,年間生産量 7万t.

1 ステンレス鋼製造設備.

③ vEB MaxhtitteUnterwellenborn.(従業員数 7093)

主要製品 :形鋼,鉄道レール Schinen,特殊形鋼,圧延リングgewalzteRinge.

3 高炉 :容積 500立方m以下 :年間生産量 85万t.

4 0BM-転炉 Konverter:1970年設置,1基生産量 25t:年間生産量 70万t.

2 アーク (放電)炉 :1基生産量 20t:年間生産量 10万t

l インゴット製造レーン:150-300mm平方 :年間生産量 70万t.

1 童形鋼製造レーンSchwerePlofilstraLS:1985年設置 :SMS製 :4構脚 :形鋼高さ 100-400mm :年間

生産量 77万.

1 圧延リング製造工場 Ringwalzwerk:リング直径 500mm未満,高さ 120mm:年間生産量 0.5t.

1 型鍛造 Gesenkschmieden,鍛冶ハンマーSchmiedehammer製造設備.

④ vEB圧延工場 ,"MichaelNiederkirchner",IIsenburg.(従業員数 1364)
主要製品 :厚鉄板 Grobbleche(厚さ6cm以上),特殊メッキ厚鉄板 Edelstahlplattierte.

1 厚鉄板圧延工場 Grobblechwalzwerk:1982年設置 :sMS製 :バレン幅 3200mm:厚さ80-110mm:
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年間生産量 64万t

l プレス設備 Kiimpelpresse

⑤ VEBワイヤ,ワイヤロープSeil工場 Rothenburg(従業員数 2964)

主要製品 :棒鉄 stabe,針金,ワイヤロープ.

100ワイヤ製造機 Drahtziehmaschinen:年間生産量 10万t.

伸銅第2工場 Delitzsch

l 刺し針圧延工場 Einstichwalzwerk:バレン幅 70mm :特殊形鋼 :年間生産量 3t.
1 棒鉄伸銅工場 Stabzieherei:直径 14-88mm:年間生産量 3万t

ワイヤ製造第2工場 Wiesenburg

4 ワイヤ製造機械 :直径 0.6-3mm:年間生産量 2万t.

ワイヤ製造第3工場 Bernburg

18 ワイヤ製造機械 :直径 1.2-8mm:年間生産量 5万t.

⑥ vEB 鉄合金製造工場 FerrolegierungswerkLippendorf (従業員数 2062)

主要製品 :珪酸鉄 Ferrosilicium,クロム鉄 Ferrochrom,珪酸金属 siliciummetall

⑦ VEB シリコン工場 silikatwerkBrandis(従業員数 8975)

主要製品 :シャモット (粘土質耐火) レンガSchamottesteine,シリコン製品 silikaterzeugnisse

(2) 鋼管コンビナー ト Rohrkombinat (従業員総数 28035)
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① VEB製鋼 ･圧延工場 Riesa(従業員数 12291)

主要製品 :継目無 し鋼管 NahtloseRohre,螺旋鋼管 Gewinderohre,被覆鋼管 ummantelteRohre,玉軸受

け鋼管 W畠lzlagerrohre,形鋼,山形鋼 winkelstahl,丸鋼 Rundstahl,角鋼 vierkantstah1

3 Si｡m｡ns-Martin-df｡n:一基生産量 150t:年間生産量 70万t

3 アーク (放電)炉 :1基生産量 5t,35t,lot:年間生産量 15万t

2 棒鋼連続製造 レーン:1968年設置 :ソ連製 :1基4レーン:棒鋼 200mm平方 :年間生産量 30万t.

1 インゴット/半製品製造 レーン:1950年設置 :Demag製 :年間生産量 50万t.

1 中型 レーン:形鋼高さ 80-120mm-.年間生産量 50万t.

1 精密形鋼製造 レーンFeinprofilstraLSe:直径 18-33mm:年間生産量 20万t.

1 継目無し鋼管専用圧延設備 walzanlagefiirnahtloseRohre,1954年設置 :直径 25-108mm:厚さ 2-

18mm:年間生産量 50万t.

第2工場 zeithain.

1 継目無 し鋼管専用圧延設備,1965年設置 :直径 20-113mm:厚さ 2.6-184mm:年間生産量 20万t.

1 継目無し鋼管専用圧延設備,1979年設置 :直径 20-89mm:厚さ2-6.3mm:年間生産量 20万t.

② VEB 特殊鋼工場 Edelstahlwerk,"8.Mai1945",Freital(従業員数 5825)

主要製品 :丸鋼,四角鋼,6角鋼 sechskantstahl,ステンレス鋼,錬鋼片 schmiedesttlcke,ワイヤ

5 アーク (放電)炉 :1977年設置 :ソ連製 :生産量 30tl基,20tl基,10t2基,5tl基 :年間生産

量 30万t.

2 プラズマ炉 :生産量 30tl基 :1977年設置,生産量 10tl基 :1972年設置

1 真空装置 Vakuumanlage:Leybold-Heraeus製 :1基生産量 30t:年間生産量 17万t

l インゴット/半製品製造 レーン:1954年設置 :年間生産量 40万t

l 中型鉄鋼製造 レーン:1955年設置 :形鋼高さ36-80mm:年間生産量 20万t

l 棒鉄鋼 stabstahlstraLSe:1962年設置 :直径 8-35mm:年間生産量 10万t

特殊鋼伸銅Edelstahlzieherei第2工場 Lugau

ワイヤ,棒鋼製造工場 :棒鋼,直径 4-50mm,年間生産量 5万t:直径 0.6-14mm,年間生産量 1万t

③ VEB 製鋼圧延工場 Grbditz(従業員数 6072)
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主要製品 :40tまでの由鍛造品 Freiformschmiedestiicke,圧延 リング,車輪 タイヤ Radreifen,鋳鋼

StahlguLS,ねずみ鋳鉄 GrauguLS.可鍛鋳鉄接続部品 TemperguLSfittings.

3 Siemens-Martin-dfen:生産量 50t2基,生産量 80tl基 :年間生産量 25万t

4 アーク (放電)炉 :生産量 30tl基,lotl基,5t2基 :年間生産量 20万t

2 棒鋼連続製造 レーン:1968年設置 :ソ連製 :1基4レーン:棒鋼 200mm平方 :年間生産量 30万t.

1 塵挨 (じんあい)除去装置 Entstaub:1991年設置,Leybold製.

1 長鍛造機械 Langschmiedemaschine,鍛造プレス Schmiedepressen.

1 圧延リング工場 :直径 180-250mm:年間生産量 5万t.

1 押し出し成形装置 strangpresse

金属成形工場 Metallformwerk第2工場 parchim

鋳造第2工場 Ockermdnde

④ vEB 鋼管製造,冷間圧延工場 RohrundKaltwalzwerkKar卜Marx-Stadt(従業員数 703)

主要製品 :溶接済み鋼管 GeschweiLSteRohre,鉛被覆冷間圧延鋼帯 verbleiter,KaltgewalzterBandstahl.

1 鋼管用冷間圧延鋼帯製造工場 KaltbandwalzwerkfiirdieRohrfertigung:厚さ 0.08-2mm:幅 17-

150mm:年間生産量 0.2万t

2 鋼管溶接設備 RohrschweiLSanlagen,伸銅設備 ziehereien:7-51mm:年間生産量 5万t

⑤ VEB 耐火鋼材製造工場 Feuerfestwerke Wetro (従業員数 2224)

主要製品 :ジルコン鋼玉 zirkonkorund,耐火レンガSchmottesteine,陶器セメントTonerdezement,ほう

ろう壷 siC-Schmelztiegel.

(3) 帯鋼コンビナー ト Bandstahlkombinat,"HermannMatern" (従業員総数 18880)

① vEB EisenhtittenkombinatOst(EKO,Eisenhuttenstadt(従業員数 11866)

主要製品 :冷間圧延板金,冷間圧延鋼帯

1 焼結装置 sinteranlage:1975年設置 :Dwight-Lloyd製 ;2×156平方mの焼結鋼板 :年間生産量 320万t

6 高炉 :1950-1954年設置 :ソ連製 :容積 780-1100立方m:年間生産量 250万t

2 LD転炉 :1984年設置 :vast-Alpine製 :1基生産量 235t:年間生産量 220万t

l 真空精錬装置 Vakuumanlage:1984年設置 :Messo製

1 ブルーム連続 (直接)鋳造設備 BrammenstranggieLSanlage:1984年設置 :Vast-Alpine製 :150-350

mmx850-1850mm:年間生産量 140万t

l 前インゴット連続鋳造設備 vorblockstranggieLSanlage:1984年設置 :vast-Alpine製 :6装置 :最大

300×380mm:年間生産量 70万t

l 連続腐食剤処理装置 Konti-Beizlinie(回転式 Turmbeize):1969年設置 :Ruthner製 :HCI:鋼帯幅

1550mm:年間生産量 144万t

l 連続腐食剤処理装置 Konti-Beizlinie(水平式):1979年設置 :Ruthner製 :鋼帯幅 1550mm:年間生産

量 120万t

l 冷間圧延帯鋼一タンデム型製造 レーンKaltband-TandemstraLSe:1968年設置 :ソ連製 :レーン幅 1700

mm:4構脚 :0.4-2.0mmX50-1550mm:年間生産量 170万t

l 可逆一冷間圧延工場 Reversier-Kaltwalzwerk:1985:日立製 :0.3-1.5mmX1550mm:年間生産量

20万t.

1 搾出圧延工場 Dressierwalzwerk

l 耐火亜鉛メッキ装置 Feuerverzinkungsanlage:1973年設置 :Heurtey製 :0.35-2.25mmX1500mm:

年間生産量 38万t

l 帯鋼積層生産ラインBandbeschichtungslinie:1974年設置 :厚さ0.4-1.5mm,幅600-1500mm :午

間生産量 13万t
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1 冷間圧延形鋼製造設備 Kaltprofilieranlage:年間生産量 3万t.

帯鋼精錬第2工場 porschdorf

l 亜鉛,鍋,ニッケル,合金被覆用の電解狭幅鋼帯精錬設備 ElektrolytischeSchmalbandveredelung:年

間生産量 1万t.

② vEB 圧延工場,"HermannMatern",Burg.(従業員数890)

主要製品 :薄鉄板,厚鉄板.

3 薄鉄板製造レーン 幅 1300-1500mm:C鋼,合金鋼 :鉄板厚さ 1.5-6.0mm:年間生産量 10万t.

③ vEB 冷間圧延工場 Oranienburg(従業員数 1169)

主要製品 :冷間圧延帯鋼

1 冷間圧延工場 :1987年設立 :sundwig製 :厚さ0.2-3.0mm,幅10-320mm:年間生産量 10万t.

④ VEB 冷間圧延工場 BadSalzungen(従業員数 1190)

主要製品 :冷間圧延高度表面加工の羽帯鋼 Federbandstahl,ダイナモ鋼帯 Dynamoband,アルミ･メッキ帯

鋼,塗装帯鋼 lackiertesBand.

1 冷間圧延工場 :鋼帯厚さ0.1-4mm,幅 20-520mm:年間生産量 15万t.

1 アルミニウム蒸着メッキAluminium-Bedampfungsanlage,0.24-0.5mmX330-530mm:年間生産

量 2万t.

1 塗装鋼帯製造設備 :厚さ0.24-0.7mm,幅200-530mm:年間生産量 3万t.

⑤ vEB 圧延鉄板工場 Blechwalzwerk Olbernbau(従業員数 602)

主要製品 : (熱間圧延,腐食剤処理済みの)厚鉄板,薄鉄板,波板鉄板 Riffelbleche.

1 厚鉄板製造レーン (レーン幅 1500mm),4-8mmX100-1250mmX1900-2700mm.

⑥ vEB 圧延工場 Finow (従業員数 2094)

主要製品 : (熱間圧延)帯鋼,熱間圧延の標準形鋼,特殊形鋼,軽形綱,溶接済み精巧鋼管

1 (軽圧延)形鋼,棒鋼,鋼帯製造レーン:年間生産量 6万t.

1 熱間圧延狭幅鋼帯製造レーンSchmalband-Warmbandstralie:厚さ2-4.5mm,幅130-268mm:年間

生産量 6万t.

1 冷間圧延狭幅鋼帯工場 schmalband-Kaltwalzwerk:厚さ1-3mm,幅 340mm以下 :年間生産量 6万t.

1 冷間圧延形鋼製造設備 Kaltprofilieranlage:年間生産量 20万t.

1 鋼管 (直径 18-80mm)溶接装置 :年間生産量 10万t.

⑦ VEB マグネサイト工場 Aken(従業員数 1069)

主要製品 :耐火製品

資料 :MetallurgleelektronlkLeipzig(Hrsg.),Energlekatalog,Energieverbrauch,EnergiekostenderSchwarzmetallurgle,

derNE-undKaliindustrie.Ausgabe1990.Leipzig1990.
注 :炉1基生産量 tとは一時間当りの生産量t/hである｡




